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八女黒木大藤まつり
子育てを応援します
Ｈ29年度各種補助金のご案内
公共交通をご利用ください

元気いっぱい走ったよ！
3月19日㈰、「げんき館おおぶち」のオープン1周年
記念イベント、「ランニングバイク第1回げんき館おお
ぶちカップ」が行われました。大会は3歳、4歳、５
～6歳と3つのクラスで行われ、市内外から計125人
が出場。子どもたちは、ランニングバイク（ペダルなし
二輪車）で青空のもと元気いっぱいに駆け抜けました。
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◦
日
時
＝
４
月
14
日
㈮
10
時
30
分
～

◦
会
場
＝
素
盞
嗚
神
社
境
内

　
藤
の
開
花
の
大
願
成
就
を
た
た
え

る
た
め
藤
の
根
元
に
お
神
酒
を
注
ぐ
神

事
。
か
つ
て
の
戦
火
や
大
火
の
際
、
損

傷
を
受
け
た
藤
に
酒
の
か
す
を
根
元
に

与
え
樹
勢
が
回
復
し
た
と
い
う
故
事
に

ち
な
み
、
毎
年
開
花
に
先
駆
け
て
行
わ

れ
ま
す
。

◦
期
間
＝
４
月
15
日
㈯
～
５
月
5
日
㈷

◦
時
間
＝
９
時
～
17
時

◦
会
場
＝
物
産
展
会
場

　
黒
木
の
特
産
品
や
季
節
野
菜
の
ほ
か
、

い
も
ま
ん
じ
ゅ
う
、
だ
ご
汁
な
ど
の
郷
土

料
理
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
４
月
23
日
㈰
10
時
～
15
時

◦
受
付
＝
物
産
展
会
場【
限
定
１
５
０
人
】

◦
参
加
料
＝
５
０
０
円

　
藤
棚
を
拠
点
に
、
黒
木
大
藤
、
津

江
神
社
、
学
び
の
館
な
ど
周
辺
を
散

策
し
ま
す
。（
八
女
市
商
工
会
黒
木
地

区
青
年
部
）

◦
日
時
＝
４
月
15
日
㈯
～
５
月
初
旬

18
時
30
分
～
22
時

◦
場
所
＝
黒
木
大
藤

　

ま
つ
り
期
間
中
、
黒
木
大
藤
（
国

指
定
）
の
株
を
中
心
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
ま
す
。
夜
の
大
藤
の
幻
想
的
な

雰
囲
気
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
４
月
15
日
㈯
～
30
日
㈰

◦
場
所
＝
素
盞
嗚
神
社
境
内
東
詰

　
八
女
市
商
工
会
黒
木
地
区
女
性
部
に
よ

る
無
料
の
湯
茶
接
待
で
す
。
八
女
の
お
い

し
い
お
茶
を
存
分
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
４
月
21
日
㈮
～
30
日
㈰

◦
場
所
＝
ま
ち
な
み
交
流
館

　
表
構
え
を
残
す
居
蔵
造
の
町
家
「
旧

松
木
家
住
宅
」
で
だ
ご
汁
な
ど
の
田
舎

料
理
を
い
た
だ
け
ま
す
。

◦
期
間
＝
４
月
15
日
㈯
～
５
月
5
日
㈷

◦
場
所
＝
旭
松
酒
造
・
後
藤
酒
造
場

　
八
女
黒
木
の
豊
か
で
良
質
な
水
と

米
で
造
ら
れ
た
日
本
酒
や
こ
だ
わ
り
の

焼
酎
が
味
わ
え
ま
す
。

◦
期
間
＝
４
月
15
日
㈯
～
５
月
5
日
㈷

◦
場
所
＝
樋
口
善
造
ア
ト
リ
エ

　
地
元
の
四
季
折
々
の
自
然
や
町
並
み

な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
、
創
作
活
動
を
続

け
る
洋
画
家
の
油
絵
展
。

◦
期
間
＝
４
月
15
日
㈯
～
５
月
5
日
㈷

◦
場
所
＝
鏝
絵
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
左
官
職
人
が
使
う
こ
て
で
漆
喰
を
塗

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
模
様
を
描
い
た
作
品
。

藤
の
花
神
酒
召
せ
の
式
典

物
産
展

黒
木
名
所
め
ぐ
り

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

※
藤
の
花
の
開
花
状
況
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

無
料
湯
茶
接
待

さ
く
ら
茶
屋

大
藤
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

蔵
開
き

樋
口
善
造
油
絵
展

酒
井
武
雄
鏝
絵
展

期
間
／
４
月
15
日
㈯
～
５
月
５
日
㈷　

会
場
／
素す
さ
の
お
盞
嗚
神
社
周
辺

八
女
黒
木
大
藤
ま
つ
り案 内

図 map

◦物産展！
◦スタンプラリー！
◦大藤ライトアップ！
◦無料湯茶接待！

※道路の横断は横断歩道をお使いください。

◦黒木支所
（黒木町観光協会）

◦
学びの館

（旧隈本家住宅）

◦福岡銀行

◦◦

◦

◦

矢部川◦「ふじの里」黒木警部交番 ◦

←上陽・星野 ←
笠
原

→矢部

物産展会場

津江神社の大樟★

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

◦

●●●

●●●

●●●

●●●

★黒木の大藤
●●●

●●●

●●● ●●●
※通行止解除

国道442号 後
藤
酒
造
場

旭
松
酒
造

体育センター

総
合
案
内
所

旧
松
木
家
住
宅

←八女市街

黒木の古い町並み

歩行者専用
（9時～17時）

※案内所に周辺マップを用意しています。

◦
観
光
協
会

案
内
所
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星野村の東端、ミヤシノ地区の斜面に「筑紫
シャクナゲ」約5000本が咲きほこります。若
葉の鮮やかな緑とシャクナゲの淡いピンクの
コントラストは一見の価値があります。
期間中は、地域の皆さんによる「だご汁定食」、
「手作りこんにゃく」などの販売も行われます。
✿期間＝4月15日㈯～4月30日㈰
✿会場＝星野村ミヤシノシャクナゲ園
※入園料はありませんが樹木維持のため、募
金にご協力ください。
✿問い合わせ＝星野支所建設経済課
（☎52・3114）

4月15日土～ 4月30日日
ミヤシノシャクナゲまつり

◦
期
間
＝
４
月
15
日
㈯
～
５
月
5
日
㈷

◦
場
所
＝
ギ
ャ
ラ
リ
ー
里
風

　
昆
虫
、
野
鳥
、
夕
焼
け
、
景
色
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
写
真
を
一
堂
に
展
示
。

◦
期
間
＝
４
月
18
日
㈫
～
24
日
㈪

◦
場
所
＝
佳
空
窯
展
示
室

　
暮
ら
し
の
中
で
心
に
浮
か
ぶ
モ
チ
ー

フ
や
自
然
を
テ
ー
マ
に
デ
ザ
イ
ン
し
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
手
作
り
で
創
り
上
げ
た

器
た
ち
。

◦
期
間
＝
４
月
15
日
㈯
～
５
月
5
日
㈷

◦
場
所
＝
ふ
た
り
工
房
（
川
口
家
）

　
藍
染
ニ
ッ
ト
と
木
の
ぬ
く
も
り
に
あ

ふ
れ
た
木
工
品
。

◦
期
間
＝
４
月
15
日
㈯
～
５
月
5
日
㈷	

※
期
間
中
不
定
休
あ
り

◦
場
所
＝
器
工
房 

藤
里
＆
世

　
食
卓
を
楽
し
く
さ
せ
て
く
れ
る
癒
し

の
器
た
ち
。
千
円
以
上
お
買
い
上
げ
の

人
に
は
コ
ー
ヒ
ー
を
サ
ー
ビ
ス
。

◦
日
時
＝
4
月
23
日
㈰
11
時
～
12
時
30
分

◦
場
所
＝
黒
木
大
藤
演
舞
場

　
ボ
ー
ル
、
ベ
ル
、
ベ
ル
タ
ー
の
手
具

を
使
い
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
身

体
を
動
か
す
健
康
体
操
。

◦
期
間
＝
４
月
22
日
㈯
～
4
月
30
日
㈰

10
時
～
17
時　

※
4
月
27
日
㈭
休
み

◦
場
所
＝
ふ
じ
の
里

　
竹
と
白
熱
の
癒
し
の
赤
い
灯
り
。
入

場
無
料
。

◦
期
間
＝
4
月
23
日
㈰

◦
場
所
＝
冨
田
医
院
敷
地
内
「
峯
雪
庵
」

　
坂
本
繁
二
郎
画
伯
の
奥
様
ゆ
か
り

の
茶
室
「
峯
雪
庵
」
に
て
年
に
一
度
一

般
公
開
す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
茶
会
。

◦
期
間
＝
通
年
（
※
3
日
前
ま
で
の
予

約
が
必
要
）

◦
場
所
＝
く
つ
ろ
ぎ
の
森
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
八
女
（
☎
４
２
・
２
４
０
０
）

　
森
の
持
つ
癒
し
効
果
を
科
学
的
に

解
き
明
か
し
、
心
と
身
体
の
健
康
に
活

か
す
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
」
で
五
感
を
感

じ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
＝
4
月
16
日
㈰

11
時
、
13
時
、
15
時
か
ら

◦
場
所
＝
物
産
展
会
場
西
側

　
八
女
市
出
身
の
「
り
ゅ
う
じ
」
さ
ん

が
1
月
に
歌
手
デ
ビ
ュ
ー
。

葦ぶき屋根のたたずまいと清らかな水が流れ
る男ノ子焼の里で、「れんげ祭り」が行われ
ます。のどかな日差しの中で、ゆったりとし
た時間を過ごしてみませんか。
◦期日＝4月22日㈯・23日㈰
◦時間＝10時～16時
◦会場＝男ノ子焼の里
◦内容＝焼き物展示即売、郷土料理・特産品
　販売、もちつき大会など
◦問い合わせ＝れんげ祭り実行委員会　近見
さん（☎090・4519・0064）

佳
空
窯
工
房
展

藤
器
市
（
と
う
き
い
ち
）

３
Ｂ
体
操（
さ
ん
び
ー
た
い
そ
う
）

藍
染
ニ
ッ
ト
・
木
遊
び
展

牛
島
保
写
真
展

4月22日土・23日日
男ノ子焼の里れんげ祭り

広報やめ　2017.4.13

竹
ラ
ン
プ
展
示

江
戸
千
家
チ
ャ
リ
テ
ィ
茶
会

森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験

「
り
ゅ
う
じ
」
デ
ビュ
ー
曲
披
露

【藤の開花状況】
黒木町観光協会ホームページ内のウ
ェブカメラで見ることができます。
http://www.townkurogi-ta.jp/

【問い合わせ】
▷黒木支所産業経済課（☎４２・１１１５）
▷黒木町観光協会（☎４２・９１９０）



館
内
の「
み
ら
い
広
場
」で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
遊
べ
、

子
育
て
中
の
保
護
者
の
皆
さ
ん

が
交
流
し
た
り
情
報
収
集
し
た

り
で
き
る
場
を
提
供
し
て
い
ま

す
。八

女
市
子
育
て
支
援
総
合
施

設
「
や
め
っ
こ
未
来
館
」
に
お

い
て
、
一
時
預
か
り
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
保
育
所
（
園
）
を

利
用
さ
れ
て
い
な
い
ご
家
庭
も
、

日
常
生
活
の
突
発
的
な
事
情
や

保
護
者
の
非
定
期
的
な
パ
ー
ト

就
労
や
入
院
・
育
児
疲
れ
な
ど

で
、
家
庭
で
の
保
育
が
困
難
と

な
っ
た
場
合
等
に
、
お
子
さ
ま

を
一
時
的
に
お
預
か
り
す
る
事

業
で
す
。

◦
対
象
＝
６
か
月
以
上
の
未
就

学
児

◦
利
用
日
＝
月
曜
～
土
曜
日（
日

曜
日・祝
日・年
末
年
始
を
除
く
）

◦
利
用
時
間
＝
９
時
～
17
時

◦
利
用
料
金
＝
▽
４
時
間
以
内

８
０
０
円
（
１
4
０
０
円
）　

▽
４
時
間
を
超
え
て
８
時
間
以

内
１
６
０
０
円
（
２
8
０
０
円
）

※
カ
ッ
コ
内
は
市
外
在
住
者
料

金※
給
食
実
費
　
１
９
０
円

◦
利
用
定
員
＝
10
人

※
利
用
す
る
に
は
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
利
用
日
の

属
す
る
月
の
前
月
の
初
日
か
ら

３
日
前
の
間
に
次
の
申
込
先
へ

連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
や
め
っ

こ
未
来
館
（
☎
２
４・８
８
１
４
）

　
乳
幼
児
の
子
育
て
に
対
す
る

不
安
や
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
来
館
に
よ
る
相
談
や
電
話
・

メ
ー
ル
な
ど
で
も
受
け
付
け
ま

す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
専
用
電
話
番
号

０
９
０・４
７
７
６・３
１
５
５

◦
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kodom
om

iraiyam
e@

doco
m

o.ne.jp

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

み
ら
い
広
場

一
時
預
か
り
事
業

利
用
者
支
援
事
業

八
女
市
子
育
て
支
援
総
合
施
設

「
や
め
っ
こ
未
来
館
」

八女伝統工芸館

看板のいとう

八女観光物産館ときめき

コスモス新町

清水町おりなす八女入口

みらい館北←筑後
バルビゾン通り（旧国鉄矢部線）

八女市役所
おりなす八女

旧国道442

やめっこ
未 来 館

【
住
所
】
八
女
市
稲
富
４
９
９

番
地
（
☎
２
４・８
８
１
４
）

八
女
市
子
育
て
支
援
総
合

施
設
「
や
め
っ
こ
未
来

館
」
は
、
八
女
市
立
福
島
保
育

所
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

複
合
施
設
で
、
保
育
所
の
機
能

と
子
育
て
の
総
合
的
な
支
援
を

行
う
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
（
施
設
型
子

育
て
と
在
宅
型
子
育
て
）
を
連

携
し
、
さ
ら
に
地
域
の
皆
さ
ま

と
協
働
す
る
こ
と
に
よ
り
、
八

女
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
の

健
や
か
な
育
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

♥
こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課
（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）
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乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業

子
育
て
支
援
拠
点
事
業

赤ちゃんが
健やかに成長でき
るように地域で
子育てを応援！

子
育
て
支
援
施
設
で
は
、
子

育
て
中
の
親
子
の
皆
さ
ん
が

子
育
て
を
し
て
い
る
仲
間
同
士
、
み

ん
な
で
楽
し
み
、
考
え
、
支
え
合
っ

て
い
け
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
は
「
大
変
！
」「
困
っ
た
！
」

と
思
っ
た
り
、
落
ち
込
ん
だ
り
、
悩

ん
だ
り
す
る
前
に
い
つ
で
も
気
軽
に

遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。
子
育
て
に

関
す
る
相
談
を
受
け
た
り
、
講
座
等

を
開
催
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
事
業
で
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
協
働
す
る
こ
と
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ファミリー・サポート・センター事業では、「子
どもの笑顔は地域で育む」をスローガンに

子育てを地域で相互援助するお手伝いをしてい
ます。ファミリー・サポート・センター事業は、
講習を受け会員登録すると利用できます。なお、
会員登録などは、八女市子育て支援総合施設「や
めっこ未来館」内の事務局で行います。

◦1時間当たりの利用料金
【月～土】
▷７時～ 19時　 200円
▷19時～ 21時　400円（200円）

【日・祝日】
▷７時～ 19時　 400円（200円）
▷19時～ 21時　600円（400円）
※カッコ内は、ひとり親家庭の料金。
◦問い合わせ＝ファミリー・サポート・センター

（☎２３・１５４６）

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、
赤
ち
ゃ
ん
が
健
や
か

に
成
長
で
き
る
よ
う
に
地
域
で
子
育
て
を
応

援
し
ま
す
。
お
お
む
ね
生
後
４
か
月
ま
で
の
乳
児
が
い

る
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
。
児
童
手
当
申
請
時
等
に
あ

な
た
の
地
区
の
訪
問
従
事
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、子
育
て
に
関
す
る
悩
み
ご
と
、聞
き
た
い
こ
と
等
、

何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
必
要

に
応
じ
て
市
の
保
健
師
お
よ
び
保
育
士
が
引
き
続
き

訪
問
し
、
養
育
相
談
や
支
援
を
行
い
ま
す
。

◦
訪
問
従
事
者
と
は
＝
市
の
委
託
を
受
け
た
者
（
民

生
委
員
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
）、
保
健
師
、
保

育
士
等
で
す
。

◦
訪
問
日
＝
電
話
で
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご

都
合
の
よ
い
日
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

子育て支援施設「きらきら」
【住所】八女市立花町北山2747番地5
（☎２４・９０９０）

子育て支援施設「ピコロ」
【住所】八女市黒木町桑原207番地
（黒木地域交流センター「ふじの里」内）
☎４２・３３０１

子育て支援施設「トゥインクル」
【住所】八女市星野村10775番地14
（星野総合保健センター「そよかぜ」内）
☎０９０・３３２０・２１９６

地域で育む ♪
♪ 子

どもの笑顔は

各
施
設
の
開
設
日
は
そ
れ
ぞ
れ
違

い
ま
す
。
広
報
や
め
毎
月
15
日
号

「
子
育
ち
支
援
掲
示
板
」
に
情
報
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
八
女

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で

き
ま
す
。

こんにちは
赤ちゃん♥ファミリー・サポート・センター

子
育
て
中
の
親
子
の

皆
さ
ん
が
楽
し
み
、
考
え
、

支
え
合
っ
て
い
け
る
場
を

提
供
し
て
い
ま
す
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出
生
児
の
方
に
「
や
め
っ
こ

夢
祝
金
」
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

未
来
を
担
う
お
子
さ
ま
の
出

生
を
祝
福
し
、
心
身
と
も
に
健

や
か
な
成
長
を
願
い
、
お
子
さ

ま
に
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。
父

ま
た
は
母
が
、
出
生
の
日
ま
で

引
き
続
き
３
か
月
以
上
居
住（
住

民
登
録
）
し
て
い
れ
ば
申
請
で

き
ま
す
。
な
お
、
申
請
は
出
生

の
日
か
ら
３
か
月
以
内
で
す
。

◦
支
給
額

▽
第
一
子　
　
　
５
万
円

▽
第
二
子　
　
　
８
万
円

▽
第
三
子
以
降　
10
万
円

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新   

制
度
の
も
と
、
小
学
校

就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ま
は
市

内
の
保
育
所
（
19
か
所
）
や
幼

稚
園
（
１
か
所
）、
ま
た
は
認

定
こ
ど
も
園
（
４
か
所
）
や
小

規
模
保
育
所
（
3
か
所
）
か
ら
、

ご
家
庭
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
施

設
を
選
び
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
保
護
者
の
保
育
料

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
八

女
市
で
は
国
の
基
準
よ
り
階
層

に
応
じ
て
減
額
を
行
っ
て
い
ま

す
。

八
女
市
で
は
、
転
入
さ
れ

た
中
学
生
ま
で
の
お
子

さ
ま
の
小
・
中
学
校
、
保
育
所
、

幼
稚
園
等
に
か
か
る
費
用
の
一

部
を
援
助
す
る
た
め
「
や
め
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
子
ど
も
応
援
手
当
」

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

申
請
は
支
給
要
件
に
該
当
し
て

か
ら
３
か
月
以
内
で
す
。

◦
支
給
要
件

▽
転
入
後
引
き
続
き
３
か
月
以

上
八
女
市
に
居
住（
住
民
登
録
）

さ
れ
る
こ
と

▽
転
入
日
以
前
１
年
間
以
上
八

女
市
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い

な
い
こ
と

▽
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い

こ
と

◦
支
給
額

▽
転
入
さ
れ
た
中
学
生
ま
で
の

子
ど
も
一
人
当
た
り
３
万
円

※
手
当
の
支
給
は
、
１
回
限
り

で
、
再
転
入
さ
れ
た
場
合
は
該

当
し
ま
せ
ん
。

子どもが病気や病気回復のため、保育所・幼
稚園・認定こども園・小学校を休んでいる

時、保護者に代わって子どもを保育する病児・病
後児保育施設「すこやか」「のびのび」「おひさま」
があります。
　利用するには、本庁・各支所および施設で事
前に登録を行い、利用前日までに施設へ予約申
込を行ってください。
◦利用料金
▽市内に居住する生活保護世帯の人＝無料
▽市内に居住する人＝１日1,000 円
※1,000円軽減しています。
▽市内に勤務する人＝１日 3,000 円
▽それ以外の人＝１日 4,000 円

お
子
さ
ま
に

幼
児
教
育
や
保
育
が

必
要
な
と
き
は

や
め
っ
こ
夢
祝
金

教
育・保
育
事
業

や
め
Ｕユ

ー
ア
イＩ
タ
ー
ン
子
ど
も
応
援
手
当

子どもが病気
でも仕事は休めない

病児・病後児保育
「すこやか」

（八女市高塚 573-1）
☎ 23・7121

「のびのび」
（黒木町今 548）
☎ 42・0673

「おひさま」
（広川町大字太田410-3）

☎ 32・6103

小学校6年生まで
　　　お預かりしています！
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児
童
が
心
身
と
も
に
健
や

か
に
育
つ
よ
う
に
、
家

庭
児
童
相
談
員
が
支
援
し
ま
す
。

子
ど
も
の
成
長
や
家
庭
で
の
問

題
で
お
悩
み
の
人
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
無
料
。

◦
相
談
日
＝
月
～
金
曜
日

◦
時
間
＝
９
時
30
分
～
16
時

◦
場
所
＝
八
女
市
役
所
家
庭
児

童
相
談
室　
※
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。（
☎
２
３・１
４
４
８
）

児
童
手
当
は
、
中
学
校
卒

業
ま
で
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
手
当
の
額
は
、
中
学
生
ま

で
の
児
童
を
対
象
に
、
第
１
子

お
よ
び
第
２
子
は
１
万
円
、
第

３
子
以
降
１
万
５
千
円
（
た
だ

し
、
小
学
生
ま
で
）、
３
歳
未
満

は
１
万
５
千
円
で
す
。
平
成
24

年
６
月
以
降
の
支
給
分
か
ら
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

所
得
制
限
者
に
も
児
童
一
人
に

つ
き
５
千
円
支
給
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
や
家
庭
の

問
題
で
悩
ん
で
い
る
と
き
は

「
児
童
手
当
」
給
付

家
庭
児
童
相
談
室

市
内
に
22
か
所
の
学
童
保
育
所

が
あ
り
、
放
課
後
等
に
保
護

者
が
就
労
な
ど
の
た
め
不
在
と
な
る

ご
家
庭
の
小
学
生
が
利
用
で
き
ま
す
。

◦
開
所
時
間

【
平
日
】
放
課
後
～
18
時

【
休
業
日
】
７
時
30
分
～
18
時

※
平
日
・
休
業
日
と
も
に
19
時
ま

で
延
長
あ
り

【
日
・
祝
日
】
閉
所

◦
利
用
料
金

月
額
５
５
０
０
円

（
８
月
は
７
０
０
０
円
）

◦
延
長
料
金

１
回
２
０
０
円

（
最
大
１
０
０
０
円
ま
で
）

※
長
期
休
業
期
間
の
み
の
利
用
も
受

け
付
け
ま
す
（
た
だ
し
、
入
所
者
多

数
の
た
め
長
期
休
業
期
間
の
み
の
利

用
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）。

放
課
後
等
の
子
ど
も
の

保
育
に
つ
い
て

学
童
保
育
事
業

　児童扶養手当・特別児童扶養手当は、
毎年の消費者物価指数の変動に応じて手
当額を改定する物価スライド措置がとら
れています。
　平成29年４月分からの手当額は、物価
スライドによる変更分（△0.1%）の引き
下げとなります。

区分 第１子 第２子加算額 第 3 子加算額

全部支給 42,290円 9,990円 5,990円

一部支給 9,980円～
42,280円

5,000円～
9,980円

3,000円～
5,980円

児童扶養手当・特別児童
扶養手当の手当額が変更
になりました！

平成29年
４月から 【児童扶養手当】平成29年4月以降の手当額（8月振込分から）

【特別児童扶養手当】平成29年4月以降の手当額（8月振込分から）

手当は、認定請求した日の属する月の翌月分から支給されま
す。年3回（4月・8月・11月）前月分までの4か月分が支給さ
れます。

手当は、認定請求した日の属する月の翌月分から支給されま
す。年3回（4月・8月・12月）前月分までの4か月分が支給さ
れます。

１級（重度障害児） 月額 51,450円
２級（中度障害児） 月額 34,270円

　八女市では、入学時における家庭の経済的負担を軽減し、
お子さまの健全な育成を支援するため「小中学校入学祝金」を
支給します。
◦申請手続き＝八女市立の小・中学校に入学の児童・生徒につ
いては、当該学校を通じて申請手続きを行います。八女市立以
外の小・中学校等に入学の児童・生徒については、対象世帯あ
てに関係書類を郵送しますので申請手続きを行ってください。
◦支給要件＝小中学校等に１年生として入学する児童または生
徒（当該入学の日現在において、本市の住民基本台帳に記載
されている者に限る）を養育している保護者
◦支給額＝小学校入学児童一人につき３万円、中学校入学生
徒一人につき５万円

　経済的理由により学費の負担が困難な高校生等に給付する
奨学金の受給対象者を大幅に増員する予定です。

◦問い合わせ＝学校教育課総務係（☎２３・１９５４）

小中学校入学祝金について

八女市奨学金について

広報やめ　2017.4.17
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市
で
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
有
効
活
用
に
よ
る
環
境
負

荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
を

構
築
す
る
た
め
、
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す

る
人
に
、
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◦
対
象
＝
①
市
内
に
現
に
居

住
し
、
ま
た
は
居
住
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
住
宅
に
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人

②
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
が
設

置
さ
れ
た
市
内
の
建
売
住
宅

を
自
ら
居
住
す
る
目
的
で
購

入
す
る
人
。
い
ず
れ
も
余
剰

電
力
の
販
売
契
約
の
み
対
象

で
す
。（
全
量
買
取
は
対
象
外
）

※
次
の
よ
う
な
も
の
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

▽
補
助
金
交
付
決
定
前
の
工

事
着
工
や
、
太
陽
光
発
電
設

置
済
み
建
売
住
宅
の
引
き
渡

し
が
あ
っ
た
も
の
。

▽
平
成
29
年
度
内
に
完
了
報

告
が
で
き
な
い
も
の

◦
補
助
金
額
＝
予
算
の
範
囲

内
で
、
発
電
出
力
１
kw
あ
た

り
２
万
５
千
円
、
上
限
10
万

円◦
受
付
＝
４
月
3
日
㈪
～

※
交
付
申
請
か
ら
交
付
決
定

ま
で
2
週
間
程
度
を
要
し
ま

す
の
で
、
余
裕
を
持
っ
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
用

太
陽
光
発
電

設
置
費
を

補
助
し
ま
す

Ｈ
29
年
度 　
各
種
補
助
金
の
ご
案
内

詳
細
は
そ
れ
ぞ
れ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用

水
域
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す

る
た
め
、
浄
化
槽
を
設
置
し
よ

う
と
す
る
人
に
対
し
、
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
浄
化
槽
設
置
を
よ

り
一
層
推
進
す
る
た
め
に
平
成

29
年
度
か
ら
補
助
金
を
増
額

し
ま
す
。
　

◦
既
設
の
汲
取
り
便
槽
ま
た

は
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
転

換
す
る
場
合
は
、
右
記
の
補

助
金
限
度
額
に
10
万
円
を
上

乗
せ
し
た
額
に
な
り
ま
す
。

◦
補
助
対
象
＝

①
浄
化
槽
の
管
理
者
（
以
下

「
設
置
者
」
と
い
う
）
が
、
市

内
で
居
住
の
用
に
供
す
る
専

用
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅
に

設
置
さ
れ
る
浄
化
槽
で
あ
る
こ

と②
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延

べ
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
を

居
住
の
用
に
供
す
る
建
物
で

あ
る
こ
と

③
設
置
者
ま
た
は
同
居
親
族

に
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

④
平
成
30
年
３
月
12
日
ま
で

に
工
事
完
了
後
の
実
績
報
告

書
を
提
出
で
き
る
こ
と

⑤
下
水
道
の
事
業
計
画
（
下

水
道
認
可
）
区
域
お
よ
び
農

業
集
落
排
水
施
設
に
よ
る
処

理
区
域
以
外
の
区
域

※
既
存
住
宅
に
浄
化
槽
を
設

置
す
る
場
合
、
実
居
住
人
員

が
２
人
以
下
の
場
合
で
、
将
来

的
に
も
人
員
の
増
加
が
見
込

ま
れ
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、

５
人
槽
の
設
置
が
認
め
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦
補
助
金
交
付
申
請
書
の
受

付
＝
４
月
3
日
㈪
～
12
月
28

日
㈭

※
遅
く
と
も
、
着
工
予
定
日
の

７
日
前
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を

除
く
）
ま
で
に
は
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
浄
化
槽
の
設
置
者
は
、
浄

化
槽
の
設
置
状
況
や
維
持
管

理
に
つ
い
て
、
指
定
検
査
機

関
に
よ
る
法
定
検
査
・
清
掃
・

保
守
点
検
を
受
け
る
よ
う
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
浄
化
槽

の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
忘
れ

ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

人槽 補助金限度額

５人槽 415,000 円

７人槽 517,000 円

１０人槽 685,000 円

浄
化
槽
設
置
費
を
補
助
し
ま
す

▽環境課  （☎２３・１４６２）
▽黒木支所 市民生活福祉課 （☎４２・１４６３）
▽立花支所 市民生活福祉課（☎２３・４９３４）

▽上陽支所 市民生活福祉課（☎５４・２２１８）
▽矢部支所 市民生活福祉課（☎４７・３１１１）
▽星野支所 市民生活福祉課（☎５２・３１１３）

上記の申
込み・問
い合わせ

保
守
点
検
な
ど
浄
化
槽
の

適
正
な
維
持
持
管
理
を

浄
化
槽
で
き
れ
い
な
河
川
を
守
り
ま
し
ょ
う
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給水計画区域外にお住まいの人へ　飲料水改善経費を補助します
　
八
女
市
で
は
、
上
水
道
事
業
お
よ
び
簡

易
水
道
事
業
、
簡
易
給
水
施
設
に
よ
り
、

安
心
で
安
定
し
た
水
道
水
の
供
給
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
立
地
条
件
等
に
よ
り
供
給

が
行
わ
れ
て
い
な
い
区
域
（
給
水
計
画
区

域
外
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
計
画
区
域
以

外
に
お
住
ま
い
の
人
を
対
象
に
、
清
浄
な

水
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。
交
付
対
象
と
な
る
飲

料
水
改
善
事
業
は
、
工
事
等
に
要
す
る
費

用
が
10
万
円
を
超
え
る
も
の
で
、
次
の
３

項
目
で
す
。

①
３
戸
以
上
１
０
０
人
以
下
で
共
同
で
設

置
し
て
い
る
飲
料
水
供
給
施
設
の
新
設
お

よ
び
改
善

②
個
人
で
行
う
井
戸
の
掘
削
工
事
な
ら
び

に
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
の
新
設
お
よ
び
改
善

③
水
質
悪
化
を
改
善
す
る
た
め
に
設
置
す

る
浄
水
器

※
詳
し
い
対
象
区
域
や
、
申
請
手
続
き
の

方
法
な
ど
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▽都市計画課 住宅係 （☎２３・２５７７）
▽黒木支所 建設課　 （☎４２・１１１７）
▽立花支所 建設課    （☎２３・４９３０）

▽上陽支所 建設経済課（☎５４・２２１９）
▽矢部支所 建設経済課（☎４７・３１１１）
▽星野支所 建設経済課（☎５２・３１１４）

　
市
民
の
方
が
、
市
内
の
施
工

業
者
に
よ
っ
て
、
現
在
お
住
ま
い

の
住
宅
を
改
修
さ
れ
る
場
合
、
そ

の
費
用
の一部
を
補
助
し
ま
す
。

◦
資
格
＝
申
込
現
在
で
、
市
内

に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

※
補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅
に

居
住
し
て
い
る
世
帯
主
、
過
去

に
同
一
世
帯
の
人
も
含
め
同
補

助
金
を
利
用
し
て
い
な
い
人
な

ど
の
諸
条
件
が
あ
り
ま
す
。

◦
補
助
対
象
住
宅
＝
市
内
に
住

ん
で
い
る
人
が
市
内
に
所
有
す

る
、
専
用
住
宅
・
併
用
住
宅
の

住
居
部
分
、
集
合
住
宅
の
専
用

部
分

◦
補
助
対
象
工
事
＝
市
内
の
施

工
業
者
が
行
う
、
工
事
費
が
10

万
円
以
上
（
消
費
税
別
）
の

も
の
で
、
申
し
込
み
の
年
度
内

（
3
月
末
）
に
終
わ
る
改
修
工
事

※
補
助
の
交
付
決
定
前
に
着
工

し
て
い
る
も
の
は
、
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

◦
補
助
金
額
＝
改
修
工
事
に
要

し
た
費
用
（
消
費
税
別
）
の
一

割
に
相
当
す
る
金
額
（
上
限
10

万
円
で
、
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

◦
改
修
工
事
の
例
＝
屋
根
、
天

井
、
外
壁
、
内
壁
、
床
の
改
修
、

防
音
、
間
取
り
の
変
更
工
事
、

浴
室
、
台
所
、
ト
イ
レ
な
ど
の

水
回
り
改
修
、
耐
震
工
事
な
ど

の
居
住
部
分
の
み
の
改
修

※
次
の
よ
う
な
工
事
は
、
補
助

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

▽
外
構
設
備
（
門
、車
庫
、カ
ー

ポ
ー
ト
、
塀
、
柵
、
垣
根
等
の

構
造
物
、
植
栽
な
ど
）
の
改
修

工
事

▽
家
具
や
電
気
製
品
の
購
入
に

よ
る
付
帯
工
事
な
ど

▽
年
度
を
ま
た
い
で
の
改
修
工

事◦
受
付
期
間
＝
４
月
10
日
㈪
～

※
補
助
金
額
が
予
算
枠
を
超
え

る
場
合
は
、
そ
の
時
点
で
受
付

を
締
め
切
り
ま
す
。

　
市
内
に
存
在
す
る
木
造
戸
建

て
住
宅
を
市
内
の
施
工
業
者
に

よ
っ
て
、
住
宅
を
耐
震
改
修
さ

れ
る
場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

◦
資
格
＝
申
込
現
在
で
市
内
に

あ
る
住
宅
の
所
有
者
、
ま
た
は

居
住
し
て
い
る
人
（
居
住
予
定

者
も
含
む
）
な
ど
の
諸
条
件
が

あ
り
ま
す
。

◦
補
助
対
象
住
宅
＝
市
内
に
あ

る
木
造
住
宅
で
、
昭
和
56
年
５

月
31
日
以
前
に
建
築
ま
た
は
工

事
に
着
手
し
た
も
の
等

◦
補
助
対
象
工
事
＝
市
内
の
施

工
業
者
が
行
う
補
助
対
象
住
宅

が
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
建
物

の
上
部
構
造
評
点
が
１
未
満
で

あ
る
木
造
戸
建
て
住
宅
を
１
以

上
に
な
る
よ
う
補
強
す
る
工
事

で
、
申
し
込
み
の
年
度
内
（
２

月
末
）
に
終
わ
る
耐
震
改
修
工

事※
補
助
の
交
付
決
定
前
に
着
工

し
て
い
る
も
の
は
、
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

◦
補
助
金
額
＝
耐
震
改
修
工
事

に
要
し
た
費
用
（
消
費
税
別
）

の
４
割
に
相
当
す
る
金
額
（
上

限
60
万
円
で
、
千
円
未
満
切
り

捨
て
）

◦
耐
震
改
修
工
事
の
例
＝
筋
交

い
金
具
等
に
よ
る
補
強
。
耐
震

壁
の
増
設
、
基
礎
の
増
設
等

◦
受
付
期
間
＝
４
月
10
日
㈪
～

※
補
助
金
額
が
予
算
枠
を
超
え

る
場
合
は
、
そ
の
時
点
で
受
付

を
締
め
切
り
ま
す
。

住宅改修事業補助金制度 木造戸建て住宅耐震改修
事業補助金

◦問い合わせ＝
▽上下水道局上水道総務係

（☎23・1949）
▽黒木支所建設課（☎42・1118）
▽立花支所建設課（☎23・4930）
▽上陽支所建設経済課（☎54・2219）
▽矢部支所建設経済課（☎47・3111）
▽星野支所建設経済課（☎52・3114）

下記の申
込み・問
い合わせ
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公
共
交
通
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
で
は
、
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
・
定
住
促
進
と
地
域
活
性
化
に
向
け
て
、
路
線
バ
ス
の
維
持
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
、

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
事
業
な
ど
公
共
交
通
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
速
バ
ス

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車
場

茶
の
く
に
八
女
定
期
券・回
数
券

路
線
バ
ス
通
学
定
期
券
補
助

運
転
免
許
証
返
納
者
割
引
証

路
線
バ
ス

乗
合
タ
ク
シ
ー

　

路
線
バ
ス
は
、
朝
夕
の
通
勤
通

学
を
始
め
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を

支
え
る
大
切
な
交
通
手
段
で
す
。

し
か
し
、
利
用
者
の
減
少
に
伴
い
、

全
国
で
次
々
に
路
線
が
廃
止
さ
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
私
た
ち

の
ま
ち
に
大
切
な
バ
ス
を
残
し
て

い
く
た
め
に
、
一
層
の
バ
ス
の
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

八
女
市
に
お
住
ま
い
の
学
生
が

通
学
す
る
際
に
利
用
す
る
路
線
バ

ス
（
高
速
バ
ス
含
む
）
の
通
学
定

期
券
の
購
入
費
用
を
補
助
し
ま

す
。
申
請
時
の
添
付
書
類
と
し
て

在
学
証
明
書
が
必
要
で
し
た
が
、

今
年
度
か
ら
「
在
学
を
証
明
す

る
書
類
（
学
生
証
、
生
徒
手
帳
、

在
学
証
明
書
等
）
の
写
し
」
に
要

件
を
緩
和
し
ま
し
た
。
詳
細
は
折

込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

堀
川
バ
ス
で
は
65
歳
以
上
で

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ

た
方
に
「
運
転
免
許
返
納
者
割

引
証
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
運

賃
支
払
の
際
に
ご
提
示
い
た
だ
く

と
、
運
賃
が
半
額
に
な
る
お
得
な

割
引
証
で
、
堀
川
バ
ス
全
線
で
使

え
ま
す
。

　

八
女
市
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
（
愛
称
「
ふ
る
里

タ
ク
シ
ー
」）
は
平
成
22
年
に
運
行
を
開
始
し
ま
し

た
。
以
来
多
く
の
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
ご
愛
用
い
た

だ
い
て
お
り
、
平
成
29
年
１
月
に
は
乗
車
人
数
が
延

べ
37
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
「
ふ
る
里
タ
ク
シ
ー
」
は
平
日
の
午
前
８
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
、
電
話
で
の
ご
予
約
に
応
じ
て
、
利
用

者
の
玄
関
か
ら
目
的
地
の
玄
関
ま
で
送
迎
し
ま
す
。

ご
利
用
に
は
、
事
前
に
利
用
登
録
（
無
料
）
が
必
要

で
す
。
乗
り
合
い
の
た
め
、
送
迎
時
間
が
前
後
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
の
も
と
、
地
域
に
親
し
ま
れ
る
公
共
交
通

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。「
利
用
し
た
い
け
ど
乗
り

方
が
分
か
ら
な
い
」「
地
域
で
利
用
説
明
会
を
や
っ
て

ほ
し
い
」
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
路
線
バ
ス
」

「乗合タクシー」
  （ふる里タクシー）

⃝事前利用登録＝八女市役所地域振興課（☎２４・8162）
　　　　 ※事前登録利用は、各支所総務課でもできます。　
⃝乗合タクシーの予約＝予約センター　　（☎ 33・2002）

⃝路線バス通学定期券補助事業＝
八女市役所  地域振興課
　　（☎２４・8162）
※申請は各支所総務課でもできます。
⃝路線バスの運行、免許証返納＝
堀川バス㈱（☎ 23・6128）

問い合わせ

問い合わせ
通
勤
・
通
学
・
買
い
物
等
に

ご
利
用
く
だ
さ
い

路線バス通学定期券補助事業実施中！
◦対象者＝八女市にお住まいで、路線バス（高
速バス含む）を利用し通学する人
⃝補助金額＝①購入金額の 2 割
②購入金額から補助金を差し引いた月額負
担額が 14,000 円を超える場合は、超えた額
も合わせて補助

37万人
突破！

【
路
線
バ
ス
通
学
定
期
券
補
助

事
業
～
要
件
を
一
部
緩
和
し
ま

し
た
】

【
運
転
免
許
証
返
納
者
割
引
証
】
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八
女
イ
ン
タ
ー
バ
ス
停
と
福
岡
（
博
多
駅
、

天
神
、
福
岡
空
港
）
を
結
ぶ
高
速
バ
ス
で
使

え
る
「
茶
の
く
に
八
女
定
期
券
」「
茶
の
く
に

八
女
回
数
券
」
の
ご
利
用
も
好
調
で
、
毎
月
、

定
期
券
は
30
枚
前
後
、
回
数
券
は
１
３
０
冊

前
後
ご
購
入
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

利用区分 サービス券あり サービス券なし
茶のくに八女定期券利用者 無　料
入庫から 24 時間以内 100 円

1000 円
入庫から 48 時間以内 200 円
48 時間以上 24 時間ごと プラス 300 円 プラス 500 円

※入庫から 30 分以内は無料
※サービス券は、八女イン
ターバス停でバスを降りる
際に乗務員に申し出てお受
け取りください。

　

昨
年
実
施
し
た
バ
ス
停
移
設

に
よ
り
、
八
女
Ｉ
Ｃ
か
ら
福
岡

都
市
圏
ま
で
約
60
分
で
行
く
こ

と
が
で
き
る
高
速
バ
ス
の
上
り
バ

ス
停
（
福
岡
方
面
）が
約
60
メ
ー

ト
ル
移
設
し
、
バ
ス
停
も
新
し

く
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
バ
ス
停

ま
で
の
階
段
を
ス
ロ
ー
プ
付
き
の

階
段
に
改
良
し
、
通
路
に
防
犯

カ
メ
ラ
や
防
犯
灯
を
設
置
す
る

な
ど
、
格
段
に
利
用
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
福

岡
都
市
圏
を
は

じ
め
九
州
各
地

を
つ
な
ぐ
八
女

の
新
し
い
玄
関

口
と
し
て
、
市

民
の
皆
さ
ま
の

ご
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

　今月でオープン５周年となる高速バス利用者専用駐
車場は、1日平均 27 台、多い日は 50 台近くの車が
駐車しています。駐車料金は、サービス券があれば
24 時間以内100 円でご利用できます。また、「茶のく
にやめ定期券」を購入すると無料でご利用できます。

「
高
速
バ
ス
」

⃝高速バスの運行、駐車場、定期券、回数券＝西鉄お客さまセンター（☎ 0570・00・1010）
⃝茶のくに八女定期券購入証明書の発行＝八女市役所地域振興課（☎ 24・8162）

問い合わせ

八
女
イ
ン
タ
ー
高
速
バ
ス
停
が
移
設

し
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車
場

か
ら
の
移
動
時
間
が
短
縮
し
ま
し
た
。

パークアンド
ライド駐車場

サービス券があれば１日 100 円 !

高
速
バ
ス
定
期
券
・
回
数

券
の
ご
案
内

【
茶
の
く
に
八
女
定
期
券
（
１
か
月
）】

【
茶
の
く
に
八
女
回
数
券
】

　

茶
の
く
に
八
女
回
数

券
は
４
枚
綴
り
４
７
２
０

円
（
１
枚
当
た
り
１
１
８
０

円
）
で
、
八
女
市
観
光

案
内
所
や
西
鉄
バ
ス
八

女
営
業
所
、
西
鉄
天
神

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

　

八
女
市
民
に
の
み
、
一
般
価
格
よ
り

３
８
６
０
円
お
得
な
２
万
７
千
円
で
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。
プ
ラ
ス
千
円
で
福
岡
都
心
エ
リ
ア

が
乗
り
放
題
の
特
典
も
あ
り
ま
す
。
購
入
に
は

市
が
発
行
す
る
証

明
書
（
無
料
）
と

証
明
写
真
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
通

学
さ
れ
る
場
合
は

路
線
バ
ス
通
学
定

期
券
補
助
も
活
用

い
た
だ
け
ま
す
。

上
り
（
福
岡
方
面
）
バ
ス
停
は
ぐ
ん
と
近
く

な
り
、ス
ロ
ー
プ
付
き
の
階
段
で
ス
ー
ツ
ケ
ー

ス
等
の
荷
物
も
運
び
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

八女インター
高速バス利用者
専用駐車場

新
上
り
バ
ス
亭
（
福
岡
方
面
）

下
り
バ
ス
亭
（
熊
本
方
面
）

Mr.ジョージ
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狂
犬
病
は
大
変
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
発
症
後
の
死
亡
率

は
ほ
ぼ
１
０
０
％
で
、
現
在
も
確
立
し
た
治
療
法
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
在
、
日
本
で
は
狂
犬
病
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

平
成
25
年
度
に
は
台
湾
で
狂
犬
病
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
日
本
の
周
辺
国
を
含
む
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
依

然
と
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
常
に
侵
入
の
脅
威
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
万
一の
侵
入
に
備
え
た
対
策
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

犬
を
飼
う
際
に
は
、市
区
町
村
へ
の
登
録
と
鑑
札
の
装
着
、

年
に
一
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
狂
犬
病
予
防
法
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※4月9日㈰は休日の集団接種を行います。

期　日 場　　　　　所 時　　間

4月4日㈫ 立花
北山コミュニティセンター 13:30 ～ 14:00
白木コミュニティセンター 14:30 ～ 15:00

4月5日㈬ 八女

八女市西公民館 9:45 ～ 10:15
三河小学校 10:30 ～ 11:30
長峰小学校（給食室横） 13:30 ～ 14:30
上妻小学校（北側駐車場） 14:50 ～ 15:30

4月6日㈭ 八女
岡山小学校（校門付近） 10:00 ～ 11:20
八女市東公民館 13:20 ～ 14:20
忠見小学校（正面玄関付近） 14:45 ～ 15:15

4月7日㈮ 立花
辺春コミュニティセンター 10:00 ～ 10:30
旧下辺春小学校（菜の花の丘） 11:00 ～ 11:30
八女市立花体育館 13:30 ～ 14:30

4月9日㈰
八女 八女市役所前駐車場 9:30 ～ 11:30
黒木 黒木支所前駐車場 13:30 ～ 15:00

4月17日㈪ 黒木 豊岡コミュニティセンター 13:30 ～ 14:30

4月18日㈫ 黒木

笠原東交流センター 10:30 ～ 10:50
笠原集会所 11:10 ～ 11:40
ＪＡふくおか八女黒木支店（田代） 13:30 ～ 14:00
神露淵集荷場 14:20 ～ 14:40

4月19日㈬
黒木

JA 木屋ライスセンター 10:00 ～ 10:40
旧大淵小学校車庫 11:10 ～ 11:50

矢部 八女市矢部体育館下駐車場 13:30 ～ 14:00

4月20日㈭ 星野

上郷地域交流センター 10:10 ～ 10:30
星野支所駐車場 11:00 ～ 11:40
耳納館 13:20 ～ 13:40
上小野農村集落センター 14:00 ～ 14:20

4月25日㈫ 上陽

旧八女市上陽保健センター 10:00 ～ 11:00
農村婦人の家しらべ 11:30 ～ 11:50
研修センター発心 13:20 ～ 13:50
コミュニティセンター耳納 14:30 ～ 15:00

4月26日㈬ 八女

八女市東公民館 9:50 ～ 10:20
長峰小学校（給食室横） 10:50 ～ 11:40
八女市役所裏駐車場 13:30 ～ 14:30
下津江公民館 15:00 ～ 15:30

5月10日㈬
黒木

豊岡コミュニティセンター 10:00 ～ 10:30
八女市黒木体育館 11:00 ～ 11:30

矢部 八女市矢部体育館下駐車場 13:30 ～ 14:00
黒木 平野肥料倉庫 14:50 ～ 15:10

5月11日㈭

上陽 旧八女市上陽保健センター 10:00 ～ 10:20
星野 星野支所駐車場 11:00 ～ 11:30

立花
八女市立花体育館 13:30 ～ 14:30
北山コミュニティセンター 14:50 ～ 15:20

犬の登録および狂犬病予防集団注射日程表 ４
月
か
ら
狂
犬
病
予
防
注
射
の

集
団
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。

お願い
▷当日は案内ハガキにある問診票を記入の上、ご持参
ください。
▷犬を新しく飼われてハガキが届いていない方は、集
団注射会場で、注射と一緒に新規登録もできます。
（登録後は、案内ハガキがご自宅に届くようになります）
▷予防注射には犬が動かないように保定できる人が連れ
てきてください。必ず首輪・リードの装着をお願いします。
▷飼い犬の死亡、飼い主の住所変更等は、環境課また
は各支所へ届けてください。
▷八女市内すべての会場で注射を受けることができ
ます。日程表をご覧ください。注射は時間厳守、雨天
決行で行います。
▷なるべくお釣りが要らないようにお願いします。
料金
▷狂犬病予防注射手数料＝3,150円（予定）
　(注射済票交付料含) 
※未登録犬には別途、新規登録料として３，０００円が
必要です。
問い合わせ
▷環境課（☎２３・１４６２）
▷黒木支所市民生活福祉課（☎４２・１４６３）
▷立花支所市民生活福祉課（☎２３・４９３３）
▷上陽支所市民生活福祉課（☎５４・２２１８）
▷矢部支所市民生活福祉課（☎４７・３１１１）
▷星野支所市民生活福祉課（☎５２・３１１３）

ボクらのため

にもちゃんと

してワン！
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▼
な
ぜ
、
ご
み
を
野
外
で
焼
却

し
て
は
い
け
な
い
の
か
？

　
庭
先
や
空
き
地
な
ど
で
の
ご

み
の
焼
却
は
、
煙
や
悪
臭
、
灰

な
ど
に
よ
り
近
隣
に
迷
惑
に
な

る
ば
か
り
で
は
な
く
、
ビ
ニ
ー
ル

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
焼
却
は

有
害
物
質
等
が
発
生
す
る
原
因

に
も
な
り
ま
す
。

▼
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も

の　
次
に
挙
げ
る
も
の
で
、
公
益

上
も
し
く
は
社
会
の
慣
習
上
や

む
を
得
な
い
場
合
、
ま
た
は
周

辺
地
域
の
生
活
環
境
に
与
え
る

影
響
が
軽
微
で
あ
る
場
合
に
限

り
ま
す
。

　
た
だ
し
例
外
で
あ
っ
て
も
、
風

向
き
に
注
意
す
る
、
近
所
に
事

前
に
こ
と
わ
り
を
入
れ
て
お
く
な

ど
、
煙
や
臭
い
に
対
す
る
周
辺

住
民
へ
の
十
分
な
配
慮
が
必
要

で
す
。

◦
国
・
地
方
公
共
団
体
が
施
設

の
管
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な

場
合

例
河
川
敷
の
草
焼
き
、
道
路
側

の
草
焼
き

◦
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍

霜
害
そ
の
他
の
災
害
の
予
防
、

応
急
対
策
ま
た
は
復
旧
の
た
め

に
必
要
な
場
合

例
災
害
等
の
応
急
対
策
、
火
災

予
備
訓
練

◦
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上

の
行
事
を
行
う
た
め
に
必
要
な

場
合

例
正
月
の
「
し
め
縄
、
門
松
等
」

を
焚
く
行
事

◦
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を

営
む
た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の

と
し
て
行
わ
れ
る
場
合

例
も
み
殻
や
わ
ら
の
焼
却
、
農

林
業
者
が
行
う
伐
採
し
た
草
や

枝
の
焼
却
等

◦
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を

営
む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
焼
却

で
あ
っ
て
軽
微
な
場
合

例
落
ち
葉
焚
き
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー

※
落
ち
葉
や
剪
定
枝
な
ど
は
、

焼
却
す
る
の
で
は
な
く
、
庭
や
畑

の
隅
に
集
め
て
お
い
て
土
に
返
し

た
り
、
市
の
指
定
ご
み
袋
に
入

れ
て
燃
え
る
ご
み
で
出
す
な
ど
の

配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
焼
却
炉
の
利
用
に
つ
い
て
も
、

次
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
も

の
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
（
一
部
抜
粋
）

（
一
般
廃
棄
物
を
焼
却
す
る
焼
却

設
備
の
構
造
）

◦
空
気
取
入
口
お
よ
び
煙
突
の

先
端
以
外
に
焼
却
設
備
内
と
外

気
と
が
接
す
る
こ
と
な
く
、
燃

焼
室
に
お
い
て
発
生
す
る
ガ
ス

（
以
下
「
燃
焼
ガ
ス
」
と
い
う
。）

の
温
度
が
摂
氏
８
０
０
度
以
上

の
状
態
で
廃
棄
物
を
焼
却
で
き

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

◦
燃
焼
に
必
要
な
量
の
空
気
の

通
風
が
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

◦
燃
焼
室
内
に
お
い
て
廃
棄
物
が

燃
焼
し
て
い
る
と
き
に
、
燃
焼
室

に
廃
棄
物
を
投
入
す
る
場
合
に

は
、
外
気
と
遮
断
さ
れ
た
状
態

で
、
定
量
ず
つ
廃
棄
物
を
燃
焼

室
に
投
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

◦
燃
焼
室
中
の
燃
焼
ガ
ス
の
温

度
を
測
定
す
る
た
め
の
装
置
が

設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

◦
燃
焼
ガ
ス
の
温
度
を
保
つ
た
め

に
必
要
な
助
燃
装
置
が
設
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
加
熱

す
る
こ
と
な
く
燃
焼
ガ
ス
の
温
度

を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
性
状
を
有

す
る
廃
棄
物
の
み
を
焼
却
す
る

焼
却
設
備
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限

り
で
は
な
い
。

○
法
律
に
違
反
し
て
ご
み
の
野

外
焼
却
を
行
う
と
罰
則
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
違
反
し
た
者
は
５
年
以
下
の

懲
役
も
し
く
は
１
０
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
ま
た
は
こ
れ
ら
の
併

料
、
事
業
所
（
者
）
が
行
っ
た

場
合
は
、
５
年
以
下
の
懲
役
も

し
く
は
３
億
円
以
下
の
罰
金
ま

た
は
こ
れ
ら
の
併
料
の
対
象
に
な

り
ま
す
。
未
遂
で
も
同
様
で
す
。

（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
第
25
条
第
１
項
第
15

号
、
同
第
２
項
及
び
同
法
第
32

条
）

◦
問
い
合
わ
せ

▽
環
境
課
（
☎
２
３・１
４
６
２
）

▽
黒
木
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
４
２・１
４
６
３
）

▽
立
花
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
２
３・４
９
３
２
）

▽
上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
５
４・２
２
１
８
）

▽
矢
部
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
４
７・３
１
１
１
）

▽
星
野
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
５
２・３
１
１
１
）

ご
み
の
野
外
焼
却
は

原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

ゴールデンウイーク期間中は、
し尿収集については混雑が予
想されますので、4 月 18 日㈫
までにし尿くみ取り業者に収
集の予約をお願いします。

ゴールデンウイークの
し尿収集の予約はお早めに
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聴
覚
・
音
声
・
言
語
機
能

の
し
ょ
う
が
い
の
た
め
、
意
思

の
疎
通
を
図
る
こ
と
に
支
障
が

あ
る
人
た
ち
に
、
手
話
通
訳
者

や
要
約
筆
記
者
を
派
遣
す
る

こ
と
に
よ
り
、
意
思
の
疎
通
を

円
滑
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
事
業
で
す
。
利
用
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
派
遣
登
録
い
た
だ
け

る
手
話
通
訳
者
の
人
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
し
ょ

う
が
い
者
福
祉
係
（
☎
２
３
・

１
３
３
５
O
２
２
・
７
０
９
９
）

　
八
女
地
区
障
害
者
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
リ
ー
ベ
ル
」

を
福
島
小
学
校
南
側
正
門
付

近
の
近
藤
ビ
ル
に
開
設
し
て
い

ま
す
。
し
ょ
う
が
い
者
や
そ
の

家
族
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
の
提
供
お
よ
び
助
言
を

行
う
と
と
も
に
、
し
ょ
う
が
い

者
の
権
利
擁
護
の
た
め
の
必
要

な
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
障
害
者
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー｢

リ
ー
ベ
ル
」

（
☎
２
２
・
２
６
１
０
）

    

し
ょ
う
が
い
に
よ
っ
て
働
く

事
が
困
難
な
し
ょ
う
が
い
者
の

日
中
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

福
祉
施
設
で
す
。
目
的
に
よ
っ

て
Ⅰ
型
、
Ⅱ
型
、
Ⅲ
型
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

【
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

Ⅰ
型
】

  

精
神
保
健
福
祉
士
等
の
専
門

職
員
が
、
医
療
・
福
祉
お
よ
び

地
域
の
社
会
基
盤
と
の
連
携

強
化
の
調
整
等
を
行
い
ま
す
。

▽
ゆ
う
ゆ
う
（
本
村
）

☎
２
２
・
２
６
３
０

【
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

Ⅱ
型
】

  
機
能
訓
練
・
社
会
適
応
訓
練

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

▽
陽
だ
ま
り
の
里
（
本
）

☎
３
０
・
３
０
５
５

▽
ふ
ら
っ
ち
広
場
（
本
町
）

☎
２
４
・
３
０
２
２

【
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

Ⅲ
型
】

  

地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
日

常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

通
所
施
設
で
す
。

▽
茶
の
実
（
黒
木
町
土
窪
）

☎
４
２
・
３
３
３
０

　
在
宅
の
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）

に
、
タ
ク
シ
ー
初
乗
り
料
金
分
を
助

成
し
ま
す
。
月
２
枚
で
、
申
請
し
た

月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の
チ
ケ
ッ
ト

を
交
付
し
ま
す
。（
人
工
透
析
者
は

月
４
枚
）
施
設
入
所
お
よ
び
入
院

中
の
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

◦
対
象
＝
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
人
①
非
課
税
世
帯
の
人
②
自
動

車
税
な
ど
の
減
免
を
受
け
て
い
な

い
人
③
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・

２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
も
つ
人

◦
持
参
す
る
も
の
＝
手
帳
、
印
鑑

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

▽
福
祉
課
（
☎
２
３
・
１
３
３
５
）

▽
黒
木
支
所
（
☎
４
２・１
１
１
４
）

▽
立
花
支
所
（
☎
２
３・４
９
３
３
）

▽
上
陽
支
所
（
☎
５
４・２
２
１
８
）

▽
矢
部
支
所
（
☎
４
７・３
１
１
１
）

▽
星
野
支
所
（
☎
５
２・３
１
１
３
）

西鉄バス・西鉄電車	 　	 　　　　　　
【割引率】精神障害者保健福祉手帳の提示により等級に応じた割
引を行います。（主に 5 割引など。詳細はお尋ねください）

【割引適用路線】[ バス ] 西鉄グループが運行する一般路線バス
全線、および同グループが運行する高速バスの一部対象路線
[ 鉄道 ] 西日本鉄道㈱が運行する全線

【割引適用範囲】普通旅客運賃、回数旅客運賃、定期旅客運賃（通
勤・通学）

【割引内容】精神障害者保険福祉手帳の確認、障がい者用
nimoca カードによる割引。※平成 29 年４月１日㈯よりnimoca 取
扱い窓口にて精神障害者福祉手帳の提示により発行できます。

【問合わせ】西鉄お客さまセンター（☎ 0570・00・1010）
堀川バス

【割引率】精神障害者保健福祉手帳の提示により５割引（定期券
は３割引）。※詳細はお尋ねください。

【ご利用方法】（現金）運賃支払時に手帳を提示（普通乗車券）
羽犬塚、福島待合所で切符購入時、手帳を提示（回数乗車券）
回数券自体の割引はありません。利用したい区画の運賃の割引後
の運賃額に合う回数乗車券をお求めください。（定期乗車券）定
期券を発券する際に販売員へ手帳の提示により割引。定期券発券
所：羽犬塚待合所、福島待合所

【問合わせ】堀川バス㈱　統括部（☎ 23・2115）

福祉課から
のお知らせ

し
ょ
う
が
い
に
関
す
る
相
談・助
言・情
報
提
供・

各
種
支
援
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
し
ょ
う
が
い
者
福
祉
係
（
☎
２
３
・
１
３
３
５
）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
事
業

相
談
支
援
事
業

地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
の
紹
介

在
宅
の
し
ょ
う
が
い
者
に

タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を

助
成
し
ま
す

精神障害者保健福祉手帳保持者に運賃を割引

八女市役所

八女グリー
ンホテル

福島小学校

清水町交差点

リーベル

相談支援センター「リーベル」

４月から
西日本鉄道㈱、堀川バス㈱
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   1

平成29 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

横町町家
交流館
4月の催し

キリトリセン

　
４
月
の
企
画
展
は
一
昨
年
（
平
成
27
年
10
月
）
に

亡
く
な
ら
れ
た
田
代
喜
玖
生
さ
ん
の
回
顧
展
を
開
催

し
ま
す
。
田
代
さ
ん
は
大
正
14
年
３
月
、
旧
八
女
郡

三
河
村
柳
瀬
で
生
ま
れ
、台
湾
の
新
竹
師
範
学
校
（
現

国
立
新
竹
教
育
大
学
）
で
美
術
を
学
ば
れ
ま
し
た
。

終
戦
で
八
女
に
帰
郷
。
昭
和
22
年
新
制
中
学
の
講
師

に
就
か
れ
、
36
年
間
八
女
市
近
郊
の
美
術
教
師
と
し

て
奉
職
さ
れ
ま
し
た
。
奉
職
の
傍
ら
、
創
元
会
、
日

展
等
に
数
々
の
作
品
を
発
表
さ
れ
る
と
と
も
に
、
創

元
会
、
八
女
文
化
連
盟
美
術
部
、
久
留
米
文
化
連
盟

な
ど
で
後
継
者
育
成
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

～
絵
は
心
の
鏡
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
絵
を
描
く
こ
と
は
心

を
磨
く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
古
寺
に

向
き
合
い
、
筆
を
走
ら
せ
る
時
、
仏
様
の
心
に
一
歩
で
も

近
づ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
仏
道
求
心
―
い
の
ち
続
く
限

り
歩
ん
で
い
き
ま
す
。
～（「
田
代
喜
玖
生
作
品
集
」よ
り
）

田
代
喜
玖
生 

回
顧
展

◦
期
間
＝
４
月
23
日
㈰
ま
で

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
横

町
町
家
交
流
館（
☎
２
３・４
３
１
１
）

　昨年より休館していた「茶の文化館」が４月８日㈯に、
「星の文化館」が４月15日㈯にリニューアルオープンし
ます。「星の文化館」は九州本土最大 100㎝の反射望
遠鏡を新たに設置、既存の65㎝の反射望遠鏡と合わせ、
ツインドームの天文台となります。「茶の文化館」はお
茶づくりなどの体験ができる体験ブースや、呈茶ホー
ル、食事処も新しくなります。4 月16日㈰にはリニュー
アルイベントも行います。これまでよりもさらに楽しめ
て、魅力が満載の両施設へ、どうぞお越しください。
★問い合わせ＝星のふるさと（☎ 31・5588）

　例年、この時季は、林野火災（山火事）が多発し
ています。林野火災が発生すると、貴重な森林を焼
失するとともに、その回復には長い年月と多くの労力
を必要とします。林野火災は、市街地での火災とは
異なり、消防水利の不足や地理的、地形的条件から
消防活動が困難なため、焼損面積が広範囲に及ぶ危
険性が高くなります。一人一人が火の取り扱いに十分
注意し、林野火災を防ぎましょう。
◦枯れ草等のある場所では、たき火をしない。
◦火気の使用中はその場を離れず、使用後は完全に
消火をする。◦強風時および乾燥時には、たき火や
火入れ等をしない。◦火入れに際しての手続き等を
行う。◦たばこは指定された場所で喫煙し、ポイ捨て
をしない。◦火遊びをしない。

花浄土・長谷寺Ⅱ

茶の文化館
4/8 ㈯

星の文化館
4/15 ㈯

★★★★★★

火の用心 森から聞こえる ありがとう

平成29年 全国山火事
予防運動 統一標語

貴重な自然を守ろう！
　　　八女消防本部（☎２４・１１１９）

リニューアルオープン！
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【
事
例
】

　
最
近
、
八
女
市
に
お
い
て
高
齢
者
の

お
宅
に
「
還
付
金
が
あ
る
の
で
、
近
く
の

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
け
払
い
機
）
に

行
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
電
話
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。
詐
欺
で
す
の
で
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

《
還
付
金
詐
欺
の
手
口
と
は
…
》

　
税
務
署
職
員
や
市
役
所
職
員
な
ど
を

名
乗
り
、
電
話
で
年
末
調
整
や
医
療
費

な
ど
の
還
付

金
が
受
け
取

れ
る
主
旨
を

伝
え
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
に
誘
導
後
、

携
帯
電
話
で

巧
み
に
指
示

し
な
が
ら
、

結
果
的
に
詐

欺
グ
ル
ー
プ
の
口
座
に
被
害
者
の
お
金

を
振
り
込
ま
せ
騙
し
取
る
手
口
で
す
。

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
ま
で
誘
導
さ
せ
る
手
口
と
し
て

「
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ら
す
ぐ
に
受
け
取
れ
る
」「
受

け
取
り
期
間
が
過
ぎ
て
る
が
、
今
日
な

ら
特
別
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
」
な

ど
と
言
葉
巧
み
に
伝
え
ま
す
。

消費生活
そうだん

㉘

《
還
付
金
詐
欺
の
対
策
》

◦
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
受
け
取
る
こ
と
は
な
い

　
職
員
（
社
会
保
険
庁
、市
役
所
な
ど
）

が
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
、
還
付
金
を
返

還
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
わ
か
っ
て
い
れ
ば
、詐
欺
グ
ル
ー

プ
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
時
、
冷

静
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

◦
不
審
に
思
っ
た
ら
す
ぐ
通
報

　
不
審
に
思
っ
た
ら
、一
旦
詐
欺
グ
ル
ー

プ
か
ら
の
電
話
を
切
っ
た
あ
と
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
に
移
動
せ
ず
、
八
女
警
察
署
（
☎

２
２・
５
１
１
０
）
や
八
女
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
３・１
１
８
３
）
へ

連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

◦
高
齢
者
を
サ
ポ
ー
ト

　
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
に
疎う
と
い
高
齢
者
が
狙

わ
れ
や
す
い
の
で
、
周
囲
の
家
族
や
知
人

で
守
り
ま
し
ょ
う
。「
こ
ん
な
電
話
が
か

か
っ
て
き
た
ら
…
」
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら

話
し
を
す
る
だ
け
で
も
対
策
に
な
り
ま

す
。

◦
相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝

八
女
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
〈
月
～
金

曜
日
〉
８
時
30
分
～
16
時
30
分

（
☎
２
３・１
１
８
３
）

還
付
金
詐
欺
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な

ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て

は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご
本
人

へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る

な
ど
し
て
い
る
も
の

▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善
良
の
風
俗
に
反
す
る

も
の

▽
明
ら
か
に
営
利
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の

▽
趣
旨
が
不
明
確
も
し
く
は
不
明
な
も
の

▽
そ
の
他
、
市
が
不
適
当
と
判
断
す
る
も
の

　

投
稿
い
た
だ
い
た
人
の
個
人
情
報
保
護
の

観
点
に
よ
り
、「
１
」「
２
」 

に
つ
い
て
投
稿

者
ご
自
身
に
記
入
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　

掲
載
可
ま
た
は
公
開
可
に
〇
を
つ
け
ら
れ

た
場
合
、
投
稿
者
等
個
人
が
特
定
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
個
人
情
報
に
は
十
分
注
意

し
、
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、公
開
請
求
が
あ
っ

た
場
合
は
個
人
情
報
を
除
き
、
情
報
公
開
の

対
象
と
な
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
〇
の
ご
記

入
が
な
い
場
合
は
掲
載
不
可
・
公
開
不
可
と

判
断
し
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
秘
書
広
報
課
秘
書
広
報
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

あ
な
た
の     

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す

声

　ディ
スクゴルフで

　世界に羽ばたきます

16

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 29.4）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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4月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～ 20時
　　　　　　　　土日祝10時～ 18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～ 17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
3 ㈪ ,10 ㈪ ,17 ㈪ ,24 ㈪ ,28 ㈮，29 ㈷

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
3 ㈪ ,10 ㈪ ,17 ㈪ ,24 ㈪ ,28 ㈮図書館の休館日

4月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp（あそびに来てね！）

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

4 ㈫ ,11 ㈫ ,18 ㈫ ,25 ㈫ ,28 ㈮，29 ㈷

★ 4 月の館内整理日は 28 日㈮★

♥本館＝1日、8日、15日、29日
　おはなしコーナー
　22日　春のスペシャルおはな
　し会　2階研修室
※いずれも土曜日14時から
♥黒木分館＝1日㈯10時30分～
　 　おはなしコーナー

4月のよみきかせ

4月のあかちゃんよみきかせ

0～2歳くらいの赤ちゃん対象
♥本館　2日㈰、15日㈯11時～
２階研修室
♥黒木分館　22日㈯10時30分
～　おはなしコーナー

幼児～小学生の皆さん対象です♪

あ
な
た
の
身
近
に
図
書
館
を
！

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
で
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る  

梶
山 

学ま
な
ぶさ

ん（
山
内
）

「ディスクゴルフは、欧米を中心に世
界27カ国でプレイされており、コース
も世界中で増えています。現在、日本
国内では約50の公認コースがあり、
日本ディスク協会公式戦が年間25大
会開催されています」と梶山さん。今
年1月の「オージーオープン」で4位、2
月の「アジアオープン」で優勝するな
ど、今後の活躍が期待されています。

99

　
今
回
は
八
女
市
在
住
で「
デ
ィ
ス
ク

ゴ
ル
フ
」日
本
国
内
ラ
ン
キ
ン
グ
1
位
の

梶
山
学
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　「
私
は
、中
学
3
年
生
の
時
、近
所

の
先
輩
か
ら
誘
わ
れ
た
の
を
き
っ
か
け

に
こ
の
競
技
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。デ
ィ
ス
ク（
フ
リ
ス
ビ
ー
）の

浮
遊
感
な
ど
、そ
の
魅
力
に
す
っ
か
り

ハ
マ
り
、独
学
で
猛
練
習
を
重
ね
ま
し

た
。競
技
を
始
め
て
4
年
後
の
04
年
に

国
内
公
式
戦
で
初
優
勝
、
06
年
の
日

本
選
手
権
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。そ
の
後
、国
際
的
な
舞
台
で
活

躍
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
海
外
の
大

会
に
出
場
す
る
よ
う
に
な
り
、翌
年
07

年
の
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
オ
ー
プ
ン
で
は
３

位
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。様
々

な
事
情
で
6
年
ほ
ど
前
、一
度
競
技
を

退
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、も
う

一
度
初
心
に
返
り
、成
長
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
か
ら
カ
ム
バ
ッ
ク
し
、現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
競
技
は
、自
然
と
ふ
れ
合
い
な

が
ら
ア
ウ
ト
ド
ア
で
楽
し
め
、子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
世
代
を
超
え
て
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。初
心
者
で
も
時
折

本
当
に
印
象
に
残
る
い
い
シ
ョ
ッ
ト
が

あ
り
、そ
の
意
外
性
、快
感
も
お
も
し

ろ
さ
の
一つ
で
す
。日
本
で
は
ま
だ
マ
イ

ナ
ー
で
す
が
、欧
米
で
は
爆
発
的
に
選

手
が
増
え
て
お
り
、将
来
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
種
目
入
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
試
合
で
様
々
な
地
域
や
国
を

訪
れ
ま
す
が
、の
ど
か
で
自
然
豊
か
な

八
女
が
大
好
き
で
す
。今
後
、目
標
で

あ
る
国
際
試
合
で
日
本
人
初
の
タ
イ

ト
ル
を
獲
っ
て
い
く
こ
と
と
同
時
に
、

日
本
そ
し
て
故
郷
の
八
女
に
こ
の
競
技

の
良
さ
、楽
し
さ
を
広
め
て
い
け
た
ら

い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
」

　ディ
スクゴルフで

　世界に羽ばたきます

ディスクゴルフとは
ゴルフボールの代わりにフライン
グデスクを使用し、バスケット型
の専用ゴールに何投で投げ入
れることができるかを競う競技

春
に
な
り
何
か
新
し
い

こ
と
を
始
め
た
い
方

は
、
最
寄
り
の
図
書
館
に

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
八

女
市
に
は
本
館
と
５
つ
の
分

館(

黒
木
・
立
花
・
上
陽
・

矢
部・星
野)

が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
そ
の
中
か
ら
「
黒
木

分
館
」
の
紹
介
で
す
。

　
「
ゆ
め
み
ら
い
図
書
館
」

の
愛
称
で
知
ら
れ
る
黒
木
分

館
は
、
黒
木
開
発
セ
ン
タ
ー

内
に
あ
り
ま
す
。
木
の
香
を

感
じ
る
館
内
に
は
、
す
ぐ
手

に
届
く
と
こ
ろ
に
本
が
い
っ

ぱ
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
虹

の
会
」
さ
ん
が
作
ら
れ
た

た
く
さ
ん
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

も
、
お
は
な
し
の
世
界
に
誘

い
ま
す
。

ご存じですか？
小島直記（1919年 5月1
日～ 2008 年 9 月14日）
は八女市福島生まれの小
説家。日本近代を創った
政財界の人物を多く描きま
した。※作品は郷土作家
コーナーにあります。

第 59 回こどもの読書週間 
4/23 ㈰ ～ 5/12 ㈮

「小さな本の大きなせかい」
「こどもの読書週間」にあ
わせて八女市立図書館で
は今年も色々なイベントを
行います。詳細は４月15
日号でお知らせします。 四季折 に々変化する黒木の自然が楽しめます
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なぜ なぜ 人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　
「
以
前
か
ら
自
主
的
に
、
自
転
車
で

町
内
を
巡
回
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の

登
下
校
の
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
13
年
前
に
巡
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
議
が
発
足
し
て
か
ら
は
、
地
域
の
方

と
一
緒
に
、
毎
朝
の
子
ど
も
た
ち
の
見

守
り
や
交
通
整
理
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、手
作
り
の
お
守
り
を
作
っ

て
渡
し
た
り
、
転
ん
で
ケ
ガ
を
し
た
子

ど
も
を
、
自
転
車
に
載
せ
て
学
校
ま
で

送
っ
た
り
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
お
礼
の
手
紙
を
い
た

だ
い
た
時
や
、
見
守
り
を
始
め
た
頃
の

児
童
は
も
う
大
人
に
な
っ
て
い
る
か
と

思
う
と
続
け
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す

し
、
な
に
よ
り
自
分
が
地
域
や
子
ど
も

た
ち
の
役
に
立
て
て
い
る
こ
と
に
喜
び

を
感
じ
て
い
ま
す
」

　
「
毎
朝
見
守
り
に
立
つ
う
ち
に
、
子
ど

も
た
ち
か
ら
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
を
し

て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
と
て
も
嬉
し
い

で
す
。
子
ど
も
た
ち
と
も
顔
見
知
り
に

な
れ
ま
し
た
し
、
街
で
会
っ
た
時
に
も

あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
た
時
は
続
け
て

よ
か
っ
た
と
実
感
し
ま
し
た
。
風
邪
で

休
ん
だ
り
遅
れ
た
り
、
集
団
登
校
の
い

つ
も
の
グ
ル
ー
プ
に
い
な
い
と
、
ど
う

し
た
の
か
な
と
心
配
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
毎
朝
立
っ
て
い
る
お
か
げ
で
、

車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
ご
く
ろ
う
さ
ま

の
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
り
、
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
安
全
運
転
を
心
掛

け
て
く
れ
る
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
」

 　　
「
孫
の
通
学
す
る
姿
を
見
る
の
が
楽

し
み
で
立
っ
て
い
た
ら
見
守
り
に
誘
わ

れ
、
以
降
毎
朝
立
ち
続
け
て
5
年
が
経

ち
ま
し
た
。
初
め
は
孫
が
卒
業
す
る
ま

で
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
元
気
な
子

ど
も
た
ち
と
の
触
れ
合
い
が
毎
朝
の
楽

し
み
で
生
き
が
い
に
な
り
ま
し
た
。
で

き
る
だ
け
長
く
続
け
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
み
ん
な
孫
の
よ
う
に
大
事
に
思
っ

て
接
し
て
い
ま
す
の
で
、
膝
を
擦
り
む

い
て
い
る
け
ど
ど
う
し
た
の
か
な
、
と
一

人
ひ
と
り
の
小
さ
な
変
化
に
も
気
付
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

雨
の
日
は
、
お
っ
く
う
に
な
る
日
も

あ
り
ま
す
が
、
傘
を
さ
し
て
の
登
校
は

危
な
い
う
え
、
靴
を
濡
ら
し
な
が
ら
が

ん
ば
っ
て
登
校
す
る
子
ど
も
た
ち
の
こ

と
を
思
う
と
、
こ
う
い
う
日
こ
そ
自
分

が
が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
で

続
け
て
い
ま
す
」

　
全
国
で
、
登
下
校
中
の
児
童
生
徒
が
事
件
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
等
の
報
道

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
黒
木
西
小
学
校
で
は
、
13
年
前
に
学
校
を
中
心
と
し
て
、

保
護
者
、
地
域
住
民
、
子
ど
も
と
関
わ
り
の
あ
る
団
体
等
か
ら
成
る
巡
回
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
会
議
が
発
足
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
地
域
の

大
人
全
員
が
携
わ
っ
て
い
こ
う
と
い
う
機
運
の
も
と
、
毎
日
の
登
下
校
の
見
守

り
が
続
い
て
い
ま
す
。

子
ど
も
は
地
域
の
宝

内
藤  

泉
さ
ん

松
野  
賀
代
さ
ん

坂
本  

孝
子
さ
ん

児童一人ひとりの表情の変化にも注意を払いながら、交通
整理を行う内藤さん

保育士、少年補導員を歴任後、毎朝の見守りを
続けるなど、常に子どもたちと接してこられた坂
本さん。子どもたちが成長していく姿を見ること
が何よりの喜びと語ります

子どもたちの元気なあいさつに「気をつけやんよ。いっ
てらっしゃい」と笑顔で応える松野さん

黒
木
西
小
学
校
区
児
童
支
援
地
域
懇
談
会

巡
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
議
の
取
り
組
み
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【
応
募
資
格
（
次
の
す
べ
て
の

要
件
に
適
合
す
る
こ
と
）】

①
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る

事
業
者

②
納
期
到
来
分
の
市
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と

③
代
表
者
が
、
暴
力
団
に
よ

る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
に
掲
げ
る
暴
力

団
の
構
成
員
等
で
な
い
こ
と

【
提
案
を
募
集
す
る
お
礼
の

品
】

1
食
料
品
（
次
の
①
～
③
の

い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
こ
と
。

た
だ
し
④
⑤
は
必
須
と
し
ま

す
）。

①
食
料
品
の
主
と
な
る
原
材

料
の
産
地
が
市
内
で
あ
る
こ

と
。

②
加
工
、
製
造
の
工
程
が
市

内
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

③
全
国
に
向
け
て
八
女
市
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き

る
商
品
で
あ
る
こ
と
。

④
寄
附
者
に
到
着
後
、
５
日

以
上
の
賞
味
ま
た
は
消
費
期

限
が
保
障
さ
れ
る
商
品
で
あ

る
こ
と
。

⑤
関
係
法
令
を
遵
守
し
て
い

る
こ
と
。

2
非
食
料
品
（
次
の
①
～
③

の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
こ

と
。
た
だ
し
④
は
必
須
と
し

ま
す
）。

①
成
形
、
組
み
立
て
ま
た
は

表
面
処
理
等
の
工
程
が
市
内

で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
市
内
の
事
業
所
に
お
い
て

販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

③
全
国
に
向
け
て
八
女
市
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き

る
商
品
で
あ
る
こ
と
。

④
関
係
法
令
を
遵
守
し
て
い

る
こ
と
。

3
サ
ー
ビ
ス
・
役
務
等
（
次

の
①
お
よ
び
②
に
適
合
す
る

こ
と
）

①
全
国
に
向
け
て
八
女
市
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き

る
商
品
で
あ
る
こ
と
。

②
関
係
法
令
を
遵
守
し
て
い

る
こ
と
。

【
提
案
事
業
者
に
し
て
い
た
だ

く
こ
と
】

▽
お
礼
の
品
を
、
八
女
市
ふ

る
さ
と
支
援
寄
附
者
に
送
付
。

▽
市
に
対
し
て
送
付
実
績
を

報
告
す
る
と
と
も
に
、
お
礼

の
品
の
代
金
等
を
請
求
。

【
提
案
事
業
者
の
メ
リ
ッ
ト
】

★
お
礼
の
品
や
企
業
名
な
ど

を
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
す

 

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
や
市
が
作
成
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
に
掲
載
さ
れ
る
の

で
、
全
国
に
事
業
者
名
や
お

礼
の
品
を
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
す
。

【
お
礼
の
品
の
販
路
（
利
用
者
）

拡
大
】

　
発
送
時
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
を
同
封
で
き
る
の
で
、
自

社
商
品
等
の
販
路
拡
大
に
繋

が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◦
募
集
期
間
＝
４
月
28
日
㈮

ま
で
※
そ
の
後
も
随
時
受
け

付
け
ま
す
が
、
平
成
29
年
度

に
作
成
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

は
掲
載
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。（
ふ
る
さ
と
納

税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
は
掲

載
さ
れ
ま
す
）

◦
応
募
方
法
＝
提
案
申
込
書

に
必
要
書
類
を
添
え
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
企
画
財
政
課

備
え
付
け
の
募
集
要
項
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
）

◦
お
礼
の
品
の
決
定
＝
提
出

書
類
を
も
と
に
、
八
女
市
の

お
礼
の
品
と
し
て
適
し
て
い
る

か
総
合
的
に
審
査
し
て
決
定

し
ま
す
。

八
女
市
ふ
る
さ
と
支
援
寄
附

金（
ふ
る
さ
と
納
税
）お
礼
の

品
の
提
案
を
募
集
し
ま
す

八
女
市
で
は
、
１
万
円
以
上
の
八
女
市
ふ
る
さ
と
支

援
寄
附
を
さ
れ
た
人
に
、
感
謝
の
気
持
ち
と
八
女
市

の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、
お
礼
の
品
を
進
呈
し
て
い

ま
す
。
全
国
に
向
け
た
商
品
の
Ｐ
Ｒ
、
販
路
拡
大
な

ど
地
域
産
業
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
お
礼
の
品
の
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

八女を
ＰＲする品
募集

現
在
、約
90
種
類
以
上
の

品
が
あ
り
ま
す

（
季
節
限
定
含
む
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

企
画
財
政
課
企
画
政
策
係

（
☎
２
４
・
９
０
０
９
）
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市
で
は
、
快
適
な
生
活
環
境
と
豊

か
な
自
然
を
守
り
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
公
共
下
水
道
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
整
備
完
了
区

域
か
ら
順
次
供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す

が
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
上
記
の
と
お

り
供
用
開
始
区
域
を
拡
大
し
ま
す
。
供

用
開
始
区
域
の
詳
細
は
、
３
月
31
日
㈮

か
ら
４
月
14
日
㈮
ま
で
上
下
水
道
局
で

縦
覧
で
き
ま
す
（
土
、
日
曜
を
除
く
）。

　
市
で
は
、下
水
道
へ
の
接
続
工
事（
排

水
設
備
工
事
）
の
確
認
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
下
水
道
排
水
設
備

指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

【
助
成
金
制
度
】

　
助
成
金
の
額
は
改
造
工
事
に
要
し
た

費
用
の
50
％
以
内
で
、
供
用
開
始
か
ら

市
の
工
事
完
了
検
査
の
日
ま
で
の
期
間

に
よ
り
次
の
と
お
り
定
め
て
い
ま
す
。

供
用
開
始
の
日
か
ら

◦
１
年
目
ま
で
＝
限
度
額
10
万
円

◦
２
年
目
ま
で
＝
限
度
額
８
万
円

◦
３
年
目
ま
で
＝
限
度
額
５
万
円

　
そ
の
後
の
工
事
へ
の
助
成
制
度
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
期
限
が
迫
る
と
、
指
定
工
事
店
へ
の

発
注
が
集
中
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
。早
め
に
工
事
計
画
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
新
築
や
公
共
団
体
な
ど
の
改
造
工
事

は
助
成
の
対
象
外
で
す
。

【
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
】

◦
あ
っ
せ
ん
額
は
50
万
円
以
内

◦
借
入
れ
利
率
は
、
借
入
れ
時
の
長
期

プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
に
０・２
％
を
加
え
た

利
率

◦
償
還
は
融
資
翌
月
か
ら
36
月
以
内
の

元
金
均
等
月
賦
償
還

※
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
と
は
、
民
間
金
融

機
関
が
優
良
企
業
向
け
の
資
金
貸
出

に
適
用
す
る
最
優
遇
金
利
の
こ
と
。

【
１
か
月
の
使
用
料
（
税
抜
き
）】

◦
基
本
使
用
料
１
３
３
４
円
（
汚
水
量

７
㎥
ま
で
）

◦
超
過
料
金
（
１
㎥
に
つ
き
１
７
２
円
）

【
使
用
料
の
計
算
方
法
】

　

使
用
料
は
２
か
月
ご
と
に
排
出
さ
れ

る
汚
水
量
を
も
と
に
基
本
使
用
料
（
２

か
月
分
）
と
超
過
料
金
の
合
計
額
に
消

費
税
相
当
額
を
加
算
し
て
計
算
し
ま

す
（
10
円
未
満
切
り
捨
て
）。

【
汚
水
量
の
算
定
方
法
】

◦
上
水
道
の
み
を
使
用
す
る
場
合

　
上
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
量
に
よ
り
算

定◦
井
戸
水
の
み
を
使
用
す
る
場
合

　
世
帯
人
員
に
よ
る
認
定
汚
水
量
に
よ

り
算
定

◦
上
水
道
と
井
戸
水
を
併
用
す
る
場
合

　
上
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
量
と
認
定
汚

水
量
の
ど
ち
ら
か
多
い
方
に
よ
り
算
定

※
認
定
汚
水
量
は
一
般
家
庭
用
で
す
。

事
業
所
な
ど
の
場
合
は
人
員
そ
の
他
の

態
様
を
勘
案
し
て
定
め
ま
す
。

世帯人員による
１か月当たりの認定汚水量

１人の場合 ７㎥
２人の場合 14㎥
３人の場合 20㎥
４人の場合 24㎥
※５人以上の場合、１
人増えるごとに３立方
メートルを加算

供
用
開
始
区
域
を
拡
大
し
ま
す

排
水
設
備
工
事
の
受
付

助
成
、
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

接
続
後
の
使
用
料

供
用
開
始
区
域
を
拡
大
し
ま
す

◉
問
い
合
わ
せ

◦
受
益
者
負
担
金
・
使
用
料
・
助

成
、
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
に
関
す

る
こ
と
＝
上
下
水
道
局
下
水
道
総

務
係
（
☎
２
３・１
１
４
８
）

◦
排
水
設
備
・
下
水
道
工
事
に
関

す
る
こ
と
＝
上
下
水
道
局
下
水
道

工
務
係
（
☎
２
３・１
６
７
０
）

※
市
税
等
の
滞
納
が
あ
る
場
合
、
助

成
お
よ
び
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

公 共
下水道

凡 
例

█ 平成 28 年度以前供用開始区域
█ 平成 29 年度供用開始区域（追加区域）
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日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の

人
は
、
20
歳
か
ら
国
民
年
金
の

被
保
険
者
と
な
り
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
学
生
の
間
は

一
般
的
に
所
得
が
低
く
、
納
付
が

難
し
い
場
合
が
多
い
の
で
、
在
学

中
の
保
険
料
を
猶
予
す
る
学
生

納
付
特
例
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
は
、
学
生
本
人

の
所
得
が
一
定
以
下
で
あ
れ
ば
よ

く
、
家
族
の
所
得
の
多
寡
は
問

い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
学
校
に
よ
っ

て
は
、
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
継
続
し
て
免
除
を

希
望
す
る
人
も
、
申
請
は
毎
年

必
要
で
す
。

◦
申
請
方
法

　

４
月
３
日
㈪
か
ら
、
本
庁
市

民
課
の
国
保
年
金
係
お
よ
び
各

支
所
の
年
金
担
当
係
の
窓
口
で

受
け
付
け
ま
す
。

※
本
年
２
月
下
旬
ま
で
に
学
生

納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
人

で
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
は
が

き
式
の
申
請
書
が
届
い
た
場
合

は
、
そ
の
は
が
き
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
返
送
す
れ
ば
申
請
で

き
ま
す
。

◦
添
付
書
類

①
国
民
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎

年
金
番
号
通
知
書

　

本
年
度
に
初
め
て
国
民
年
金

の
資
格
を
取
得
し
た
人
が
、
資

格
取
得
届
の
届
出
と
同
時
に
こ

の
申
請
を
す
る
場
合
は
、
添
付

不
要
で
す
。

②
学
生
等
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
書
類

　

在
学
証
明
書
（
平
成
29
年
４

月
１
日
以
降
に
発
行
さ
れ
た
も

の
）
ま
た
は
学
生
証
（
有
効
期

限
が
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
）
の

写
し
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
各
種
学
校
に
つ
い
て
は
、
修
業

年
限
が
１
年
以
上
の
課
程
に
在

学
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
（
在
学
証
明
書
等
で
証
明
で

き
る
場
合
は
不
要
）
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

③
代
理
の
人
が
申
請
す
る
場
合

　

身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証

等
）
と
認
め
印
、
さ
ら
に
申
請

人
と
別
世
帯
の
人
が
申
請
に
来

ら
れ
る
場
合
は
委
任
状
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

※
会
社
な
ど
を
離
職
し
て
学
生

に
な
っ
た
人
は
、
失
業
し
た
こ
と

が
分
か
る
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
等
が
必
要
で
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る

た
め
に
は
、
保
険
料
を
納
付
し

た
期
間
な
ど
が
原
則
と
し
て
25

年
以
上
必
要
で
す
。
学
生
納
付

特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、

こ
の
「
25
年
以
上
」
と
い
う
資

格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

老
齢
基
礎
年
金
の
額
の
計
算
に

は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
将
来
受
け
取
る
老

齢
基
礎
年
金
を
増
や
す
た
め
、

こ
の
期
間
に
つ
い
て
は
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
保
険
料
を
追
納
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
承
認
を
受
け
た
期
間

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３

年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納

す
る
場
合
に
は
、
承
認
を
受
け

た
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期

間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
の
で
、
卒
業
し
た
ら
早

め
の
納
付
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
平
成
29
年
８
月
１
日
か
ら
は

10
年
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

障
害
や
死
亡
な
ど
不
慮
の
事

態
が
発
生
し
た
場
合
、
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
の
申

請
に
は
、「
そ
の
事
故
な
ど
が
発

生
し
た
月
の
前
々
月
ま
で
に
保

険
料
を
滞
納
し
た
期
間
が
、
被

保
険
者
で
あ
る
期
間
の
３
分
の

１
以
上
な
い
」
こ
と
、ま
た
は
「
そ

の
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
月
の

前
々
月
ま
で
の
１
年
間
に
保
険

料
の
未
納
が
な
い
」
こ
と
が
条
件

に
な
り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受

け
て
い
る
期
間
は
、
保
険
料
納

付
期
間
と
同
様
に
こ
の
要
件
の

対
象
期
間
に
な
り
ま
す
の
で
、

万
が
一の
と
き
に
も
安
心
で
す
。

　

た
だ
し
学
生
納
付
特
例
の
申

請
が
遅
れ
る
と
、
申
請
日
以
前

に
生
じ
た
不
慮
の
事
故
や
病
気

に
よ
る
障
害
に
つ
い
て
は
、
障
害

基
礎
年
金
の
請
求
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　年金相談をご希望の人は、久
留米年金事務所のお客様相談室
をご利用ください。
◦月曜日（休日の場合は翌日）
　８時 30 分～ 19 時
◦火～金曜日　　　　　　　
　８時 30 分～ 17 時 15 分
◦毎月第２土曜日　　　　　
　９時 30 分～ 16 時

※相談予約を利用すれば、待ち
時間が少なくなります。
予約番号＝ 0942・33・6215

（久留米年金事務所お客様相談室）
※予約の際は基礎年金番号をお
知らせください。

「
学
生
納
付
特
例
」の

申
請
が
始
ま
り
ま
す

国民年金学
生
納
付
特
例
と
は

学
生
納
付
特
例
と

老
齢
基
礎
年
金
の
関
係

学
生
納
付
特
例
と

障
害
基
礎
年
金
等
の
関
係

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
国
保

年
金
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
６
）

年金相談

※
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ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

　

第
40
回
八
女
市
星
野
少
年
剣

道
大
会
が
２
月
18
日
㈯
星
野
小

学
校
屋
内
運
動
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
大
会
前
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
日
本
剣
道
形
を
星
野
剣

友
会
有
段
者
が
披
露
し
、
子
ど

も
た
ち
は
、
緊
迫
し
た
剣
さ
ば
き

に
息
を
ひ
そ
め
て
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
小
学
低
学
年
の
部
】

▽
優
勝 

石
井
杏
▽
準
優
勝 

川
内

栄
才
▽
３
位 

田
中
莉
緒

【
小
学
高
学
年
の
部
】

▽
優
勝 

山
科
美
月
▽
準
優
勝 

吉

野
合
香
▽
３
位 

宮
里
琉
我

【
小
学
生
総
当
た
り
戦
の
部
】

▽
優
勝 

足
達
あ
み
▽
準
優
勝 

山

口
智
大
▽
３
位 

鶴
元
雄
太

小
さ
な
剣
士
頑
張
る

　

矢
部
村
出
身
の
詩
人
・
田
中
稲

城
氏
（
１
９
１
１
―
１
９
４
３
）

の
業
績
を
た
た
え
、
中
学
生
の
朗

読
や
一
般
か
ら
の
献
花
な
ど
の
碑

前
祭
が
2
月
26
日
㈰
、善
正
寺（
矢

部
村
）
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
稲

城
は
明
治
44
年
、
善
正
寺
住
職
の

次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
中

学
明
善
校
か
ら
京
都
・
大
谷
大
学

予
科
に
進
み
、
在
学
中
に
眼
病
を

発
症
し
中
退
。
そ
の
後
、
結
核
を

患
い
郷
里
で
の
療
養
生
活
を
送
り

ま
し
た
。
昭
和
10
年
代
、
火
野
葦

平
、劉
寒
吉
、原
田
種
夫
ら
と
『
九

州
文
学
』
を
創
刊
し
小
説
や
随
筆

を
発
表
。
昭
和
11
年
に
は
、
後
に

『
村
』
と
改
題
さ
れ
る
短
歌
雑
誌

『
新
樹
』
を
発
刊
し
、
確
か
な
「
む

ら
づ
く
り
」
へ
の
抱
負
を
述
べ
て
い

ま
す
。
作
家
と
し
て
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
し
た
が
、『
早
稲
田
文
学
』

に
発
表
し
た
小
説
「
鏡
」
が
絶
筆

と
な
り
、
昭
和
18
年
、
惜
し
ま
れ

つ
つ
32
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。
境
内
の
一
角
に
は
、
有
志

に
よ
り
建
立
さ
れ
た
書
物
を
か
た

ど
る
記
念
碑
が
静
か
に
た
た
ず
み
、

自
然
へ
の
深
い
洞
察
と
地
域
へ
の

眼
ざ
し
が
、「
赤
い
実
」
の
作
品
に

深
く
刻
み
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

関
係
者
１
０
０
人
が
参
加
し
て
３
月
４
日
㈯
、
星
野
村
と

う
き
は
市
浮
羽
町
妹
川
を
結
ぶ
合
瀬
耳
納
ト
ン
ネ
ル
（
２
・

６
㌔
）
の
貫
通
式
が
あ
り
ま
し
た
。
同
ト
ン
ネ
ル
は
平
成
26

年
７
月
か
ら
福
岡
県
に
よ
り
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
２
車

線
の
ト
ン
ネ
ル
で
、
平
成
30
年
度
に
完
成
予
定
で
す
。
完
成

す
れ
ば
、今
ま
で
急
カ
ー
ブ
が
多
い
峠
を
越
え
て
35
分
か
か
っ

て
い
た
星
野
村
か
ら
う
き
は
市
へ
の
ル
ー
ト
が
21
分
で
通
行

で
き
る
こ
と
に
な
り
、
一
日
も
早
い
完
成
が
待
た
れ
ま
す
。
三

田
村
市
長
は
、「
平
成
24
年
の
九
州
北
部
豪
雨
災
害
の
際
は
、

孤
立
し
た
星
野
村
が
真
っ
先
に
外
部
と
つ
な
が
っ
た
の
は
う
き

は
越
え
の
ル
ー
ト
で
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
が
地
域
の
生
活
の
安
心

安
全
を
確
保
し
、
振
興
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
工
事
が
安
全
が
進
む
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。

工
事
関
係
者
は
鏡
開
き
で
貫
通
を
祝
い
ま
し
た
。

矢部村出身の詩人・田中稲
とうじょう

城をたたえる

「交流ふれあい合瀬耳納トンネル」の
貫通を祝う

冬の木の実はみんな紅い。
南天、梅もどき、万両などの
庭の木の実を初め、藪蔭に
人眼からかくれたやうに結ん
でいる。藪柑子、青樹、野
茨それから冬苺や名も知ら
ぬ葛の実など、どれも珠の
やうに紅い。それらの木の実
は紅葉が散る頃から色づき、
春陽に花々が開き初める頃
まで冬の一番厳しい季節を、
朝々の烈しい霜や深い雪にも
めげず永い間実ってゐる。

「紅い実」を朗読する中学生

田中稲城 肖像

鏡開きで貫通を祝いました

随筆『紅い
実』の一節
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保
育
園
児
が
お
茶
で
お
も
て
な
し

八女福島の白壁の町並
み、神社やお寺の参道に
は店がならび、大勢の人
が買い物を楽しみました

　

お
茶
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
礼
儀
作

法
や
も
て
な
し
の
心
を
養
お
う
と
社
会
福

祉
法
人
隆
栄
会 

上
妻
保
育
園
で
３
月
９

日
㈭
、
お
茶
教
室
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
毎
月
開
催
し
て
き
た
１
年
間
の

集
大
成
と
し
て
、
さ
く
ら
組
の
年
長
者
27

人
が
お
茶
を
淹
れ
て
保
護
者
ら
を
も
て
な

し
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
、
八
女
茶
に
含

ま
れ
る
カ
テ
キ
ン
や
テ
ア
ニ
ン
な
ど
の
成
分

や
効
能
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
八
女
市
茶

業
青
年
部
黒
木
支
部
の
メ
ン
バ
ー
や
日
本

茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
松
本
美
紀
子
さ

ん
、
竹
中
昌
子
さ
ん
ら
の
指
導
を
受
け
、

保
護
者
が
見
守
る
中
、
上
手
に
お
茶
を
淹

れ
ま
し
た
。
園
児
自
ら
握
っ
た
塩
お
に
ぎ

り
と
園
で
漬
け
た
た
く
あ
ん
が
準
備
さ
れ
、

美
味
し
い
お
茶
と
一
緒
に
み
ん
な
で
楽
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
月
12
日
㈰
、
今
年
で
５
回
目
と
な
る
八
女

福
島
の
テ
ラ
コ
ヤ
ノ
ミ
ノ
イ
チ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
八
女
福
島
の
神
社
、
お
寺
を
メ
イ
ン
会
場

に
、
雑
貨
や
古
道
具
な
ど
の
物
販
、
カ
フ
ェ
や
飲

食
店
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
、手
作
り
の
味
な
ど
、様
々

な
商
品
が
並
ぶ
楽
し
い
ノ
ミ
ノ
イ
チ
に
は
、
市
内

外
か
ら
た
く
さ
ん
の
来
客
が
あ
り
ま
し
た
。
八

女
福
島
町
並
み
保
存
会
や
町
並
み
の
住
民
の
協

力
の
も
と
、『
ａア

ｏオ 

ｃカ

フ

エ

ａ
ｆ
ｅ
』
の
店
主
・
矢
部

秀
成
さ
ん
を
中
心
に
有
志
で
広
が
っ
て
き
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、規
模
も
年
々
拡
大
し
て
き
て
お
り
、

今
回
は
、
１
２
０
店
舗
の
出
店
者
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
矢
部

さ
ん
は
「
八
女
福
島
の
町
並
み
の
魅
力
を
た
く

さ
ん
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
機
会
が
つ
く
る
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
。
ま
た
、
テ
ラ
コ
ヤ
ノ
ミ
ノ

イ
チ
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
共
同
開
催

し
て
い
た
だ
い
た

八
女
福
島
の
店
舗

の
皆
さ
ん
に
は
大

変
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。

小中学生が「水」や
「生命」「環境」を考える

【
全
国
表
彰
】
▽
ざ
ぶ
ん
文
化
賞 

◦
川
崎

紗
綾
（
八
女
学
院
中
２
年
）

【
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
表
彰
】

▽
特
別
賞 

◦
篠
原
大
我（
八
女
学
院
中
１

年
）◦
甲
木
奏
真
（
輝
翔
館
中
２
年
）

【
福
岡
県
地
区
表
彰
】

▽
久
留
米
市
長
賞 

◦
川
崎
紗
綾
（
八
女
学

院
中
２
年
）▽
八
女
市
長
賞 

◦
篠
原
大
我

（
八
女
学
院
中
１
年
）▽
八
女
市
議
会
議

長
賞
◦
牛
島
伸
陽
（
八
女
学
院
中
２
年
）

▽
福
岡
八
女
農
業
協
同
組
合
長
賞 

◦
倉

員
歩
莉
（
八
女
学
院
中
１
年
）
▽
う
み
ま

る
賞
◦
宮
里
琉
我
（
星
野
小
５
年
）
▽
矢

部
川
漁
業
協
同
組
合
長
賞 

◦
田
中
祐
希

乃
（
筑
南
中
１
年
）▽
八
女
森
林
組
合
長

賞 

◦
大
山
さ
く
ら（
八
女
学
院
中
１
年
）

▽
矢
部
川
ざ
ぶ
ん
文
化
賞 

◦
井
上
來
虹

（
上
陽
北
汭
学
園
小
２
年
）◦
吉
田
朱
里

（
黒
木
小
６
年
）◦
松
尾
壮
馬
（
黒
木
中

２
年
）◦
木
下
和
紀
（
見
崎
中
３
年
）◦
山

口
明
大
（
星
野
小
１
年
）◦
山
口
乃
穏
（
星

野
小
４
年
）◦
楠
花
音
（
八
女
学
院
中
１

年
）◦
師
岡
愛
衣（
輝
翔
館
中
２
年
）◦
山

本
湊
斗
（
星
野
小
１
年
）◦
松
尾
帆
乃
佳

（
黒
木
西
小
５
年
）
▽
矢
部
川
ざ
ぶ
ん
環

境
賞 

◦
田
中
慶
治
郎
（
星
野
小
１
年
）◦

中
山
遥
香
（
八
女
学
院
中
１
年
）◦
岡
崎

尊
（
輝
翔
館
中
２
年
）◦
堤
斗
来
（
黒
木

中
２
年
）◦
酒
井
隆
臣
（
忠
見
小
５
年
）◦

野
中
唯
愛
（
長
峰
小
６
年
）◦
入
江
彩
香

（
筑
南
中
２
年
）◦
木
下
喜
子
（
輝
翔
館

中
２
年
）◦
小
井
手
里
帆
（
八
女
学
院
中

２
年
）◦
高
橋
空（
立
花
中
３
年
）

ざぶん賞
2016

　生命の源である「水」や
「生命」「環境」を主題に
した小中学生の創作文コン
クールざぶん賞2016第10
回福岡県地区表彰式が２月
25日㈯、黒木地域交流セン
ター「ふじの里」で行われ
ました。今年は県内の小中
学校から約867点、全国か
ら約9,063点の作品が寄せ
られました。
※市内受賞者のみを紹介しま
す。（敬称略・学年は平成29
年3月現在）

見
て
！
買
っ
て
！
楽
し
ん
だ
！

大
盛
況 

テ
ラ
コ
ヤ
ノ
ミ
ノ
イ
チ

真剣な表情でお茶を淹れる園児
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平成 29 年度
高齢者用肺炎球菌予防
接種対象者のお知らせ

①対象年齢＝年度末の年齢
（平成 30 年３月３１日現在）

６５歳 昭和27 年 4 月2日～昭和28 年 4 月1日生

７０歳 昭和 22 年 4 月2日～昭和 23 年 4 月１日生

７５歳 昭和17 年 4 月2日～昭和18 年 4 月１日生

８０歳 昭和12 年 4 月2日～昭和13 年 4 月1日生

８５歳 昭和7 年 4 月2日～昭和 8 年 4 月1日生

９０歳 昭和 2 年 4 月2日～昭和 3 年 4 月1日生

９５歳 大正11年 4 月2日～大正12 年 4 月1日生

100 歳 大正 6 年４月2日～大正 7 年４月1日生

② 60 歳以上 65 歳未満の人で、心臓、腎臓もしくは
呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫
に機能の障害（障害者手帳１級相当）を有する人

生活保護世帯、市民税非課税世帯の人は無料。
接種の際に次のいずれかを持参してください。

①生活保護受給証明書 福祉課生活支援係で発行

②�高齢者予防接種費用免
除証明書

健康推進課、各支所の
市民生活福祉課で発行

③�介護保険負担限度額認
定証

有効期限内のもの④�後期高齢者医療限度額
適用・標準負担額減額
認定証

◦
接
種
期
間
＝
平
成
29
年
４
月
１
日

～
平
成
30
年
３
月
31
日

◦
接
種
回
数
＝
１
回

◦
接
種
費
用
＝
３
５
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
は
無
料
と
な
り
ま
す
。
接

種
の
際
に
は
、
左
下
表
の
い
ず
れ
か

を
医
療
機
関
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
接
種
場
所
＝
県
内
の
受
託
医
療
機

関
（
事
前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
）

◦
注
意
事
項
＝
▽
過
去
に
１
回
で
も

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
（
23
価
肺
炎

球
菌
莢
膜
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
ワ
ク

チ
ン
）
を
受
け
た
人
は
、
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

▽
公
費
助
成
の
対
象
と
な
る
の
は
、

年
度
内
の
１
回
の
み
と
な
り
ま
す
。

※
対
象
年
齢
に
な
る
人
に
は
、
後
日

通
知
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課

（
☎
２
３・１
２
０
１
）

　肺炎球菌感染症とは、肺炎球菌と
いう細菌によって引き起こされる病
気です。この菌は、主に気道の分泌
物に含まれ、唾液などを通じて飛沫
感染します。日本人の約3～5%の
高齢者では鼻や喉の奥に菌が常在し
ているとされます。これらの菌が何
らかのきっかけで進展することで、
気管支炎、肺炎、敗血症などの重い
合併症を起こすことがあります。

　予防接種は、感染症を予防する大切なものです。
該当される方は、体調の良いときに接種しましょう。

平
成
28
年
度
に
国
民
健

康
保
険
税
を
特
別
徴

収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
で

納
付
さ
れ
た
世
帯
は
、
平
成

29
年
２
月
の
年
金
か
ら
の
天

引
き
額
と
同
じ
額
を
「
仮
徴

収
」
と
し
て
４
月
・
６
月
・
８

月
に
年
金
か
ら
天
引
き
し
ま

す
。
そ
し
て
、
７
月
に
平
成

29
年
度
の
税
額
が
決
定
し
た

の
ち
、
仮
徴
収
分
を
差
し
引
い

た
額
を
10
月
・
12
月
・
２
月

の
３
回
に
分
け
て
年
金
か
ら
の

天
引
き
で
納
付
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
仮
徴
収
の
金
額
に
つ
い

て
は
、
平
成
28
年
７
月
に
送

付
し
た
納
税
通
知
書
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
特
別
徴
収
の
世
帯
】

　
次
の
①
～
③
の
す
べ
て
に
あ

て
は
ま
る
場
合
、
国
民
健
康

保
険
税
は
年
金
天
引
き
に
よ

る「
特
別
徴
収
」に
な
り
ま
す
。

①
４
月
１
日
時
点
で
世
帯
主

が
国
保
に
加
入
し
て
お
り
、
世

帯
の
国
保
加
入
者
全
員
が
65

歳
～
74
歳
で
あ
る
。

②
世
帯
主
が
年
額
18
万
円
以

上
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
。

③
世
帯
主
が
介
護
保
険
料
の

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

対
象
者
で
、
そ
の
介
護
保
険

料
と
国
民
健
康
保
険
税
の
合

計
額
が
、
年
金
支
給
額
の
２

分
の
１
未
満
で
あ
る
。

※
平
成
29
年
度
に
初
め
て
特

別
徴
収
と
な
る
世
帯
は
、
第

１
～
３
期
（
７
～
９
月
）
を
普

通
徴
収
で
納
付
し
、
第
４
～
９

期
分
を
10
月
・
12
月
・
２
月

の
３
回
に
分
け
て
年
金
天
引
き

で
の
納
付
と
な
り
ま
す
。

※
世
帯
主
が
75
歳
を
む
か
え

る
年
度
は
、
前
記
の
条
件
に

該
当
し
て
も
普
通
徴
収
と
な

り
ま
す
。

※
前
記
の
条
件
に
該
当
し
て

も
、
年
度
途
中
に
世
帯
員
の

異
動
や
所
得
の
変
更
な
ど
に

よ
り
税
額
が
変
更
に
な
っ
た
場

合
、
変
更
に
な
っ
た
分
は
普
通

徴
収
で
の
納
付
に
な
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
国
保

年
金
係
（
☎
２
３・１
１
１
６
）

国
保
税
特
別
徴
収
の
世
帯
は

４
・
６
・
８
月
の
年
金
分
か
ら

仮
徴
収
を
行
い
ま
す

国 保
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◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

ハ
ー
モ
ニ
カ
グ
ル
ー
プ
『
竹
取
物

語
』
末
石
さ
ん
（
☎
２
３
・
３
３

６
６
）

◦
日
時
＝
４
月
23
日
㈰
８
時
30

分
～
（
八
女
公
園
集
合
）

◦
コ
ー
ス
＝
八
女
公
園
～
千
間
土

居
公
園
往
復
約
６
㌔

◦
総
会
＝
お
り
な
す
八
女
研
修

棟
３
号
室
（
11
時
開
会
）
※
多

く
の
歩
く
仲
間
を
募
集
し
て
い

ま
す
。（
年
会
費
１
５
０
０
円
）

◦
参
加
費
＝
会
員
無
料
、
会
員

外
１
０
０
円
（
保
険
料
）

◦
持
参
品
＝
雨
具
、
水
筒
、
タ

オ
ル
等

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
会
荒
川
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
４
９
９
７
・
５
８
１
３
）

　
多
世
代
交
流
事
業
。
毎
回
大

好
評
！
グ
ル
ー
プ
で
、
生
地
作
り

か
ら
行
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま

で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◦
日
時
＝
４
月
22
日
㈯
10
時
～

13
時

◦
参
加
費
＝
２
０
０
円
※
申
込

優
先
、
先
着
20
人

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
多
世
代

交
流
館
「
共
生
の
森
」

（
☎
２
２
・
２
２
５
７
）

　
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
伴
奏
で
楽
し
く

歌
い
ま
し
ょ
う
。
Ｃ
調
ハ
ー
モ
ニ

カ
を
お
持
ち
の
人
は
持
参
く
だ

さ
い
。
ふ
る
さ
と
を
一
緒
に
演
奏

し
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
＝
４
月
22
日
㈯
14
時
～

16
時

　
今
年
は
自
然
の
持
つ
大
き
な

力
を
押
し
花
を
通
じ
て
お
届
け

し
ま
す
。
売
上
金
を
熊
本
地
震

義
援
金
と
し
て
寄
附
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
入
場
料
無
料
。

◦
４
月
１
日
㈯
～
５
月
７
日
㈰

９
時
～
17
時
、
最
終
日
16
時
ま

で
、
月
曜
日
休
館

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

【
押
し
花
体
験
教
室
】
４
月
２
日

㈰
、
８
日
㈯
、
９
日
㈰
、
15
日

㈯
、
16
日
㈰
、
22
日
㈯
、
23
日

㈰
の
午
前
・
午
後
の
２
回
／
し

お
り
、は
が
き
、押
し
花
ス
ト
ラ
ッ

プ
、ふ
く
ろ
う
壁
掛
け
（
各
有
料
）

が
作
れ
ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
館

（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
4
月
9
日
㈰
７
時
30

分
、
立
花
体
育
館
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
立
花
体
育
館
～
べ
ん

が
ら
村
～
千
間
土
居

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　
八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
4
月
9
日
㈰
９
時
～

12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止
。

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場 

※
出
店
者
随
時

募
集

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員

会
事
務
局
（
☎
２
２・３
１
３
１
）

　
今
回
は
「
自
分
の
役
割
を
見

つ
け
よ
う
」
と
題
し
、
日
野
文
夫

さ
ん
（
笠
原
）
の
講
演
。
参
加

無
料
。
定
員
30
人

◦
日
時
＝
４
月
11
日
㈫
19
時
～

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ムヘ

ル
プ
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎
（
清
水

町
商
店
街
）
☎
２
４
・
９
６
５
７

　
初
心
者
教
室
受
講
生
の
卒
業

記
念
演
奏
か
ら
、
バ
ン
ド
や
ギ

タ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
ま
で

楽
し
め
ま
す
。
入
場
料
無
料
。

◦
日
時
＝
４
月
22
日
㈯
18
時
30

分
開
演

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ

め
ホ
ー
ル

◦
主
な
曲
目
＝
海
の
見
え
る
街
、

花
の
宴
ほ
か
※
客
演
指
揮
深
町
宏

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
団
野
田
楽
長

（
☎
２
２
・
４
０
３
３
）

八
女
軽
ト
ラ
市

八
女
押
し
花
教
室
作
品
展

お
知

ら
せ

石
釜
で
ピ
ザ
を
焼
こ
う
！

第
40
回
地
域
活
動
講
演
会

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

「
Ｕ
Ｇ
Ｅ
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン

サ
ー
ト
」
～
春
の
発
表
会
～

み
ん
な
で
歌
お
う
ボ
ン
モ
マ
ン

　ＲＫＫ熊本放送気象キャスター栗原め
ぐみさんをお招きし「八女市防災研修会」
を開催します。災害から身を守るために重
要なことは、必要な情報を速やかにかつ的
確に把握することです。熊本地震の体験
談など情報を伝える立場でお話ししていた
だきます。的確な情報収集のありかたや、
災害に強い地域づくりについて住民一人一
人が考え、さらなる地域防災力の向上に努
めていきましょう。
◦日時＝ 4 月21日㈮ 15 時 15 分開会
◦場所＝おりなす八女ハーモニーホール
◦問い合わせ＝防災安全課（☎ 23・1731）

八
女
市

防
災
研
修
会

災害時は
必要な情報を
速やかに的確
に把握しま
しょう

気象キャスター
栗原めぐみさん

　昨年に引き続き「八女市チャレ
ンジデー 2017」を開催します。5
月の最終水曜日に15 分以上、運
動をした人の人数 ( 参加率 )を人
口が同規模程度の市町村と競い合
うイベントです。今年の対戦相手
は秋田県湯沢市に決定しました。
イベントへの参加をきっかけに運
動を続けて健康な体を維持しま
しょう。同日のイベント等の詳細は
市ホームページや全世帯配付チラ
シ等で今後お知らせしていきます。
◦問い合わせ＝スポーツ振興課

（☎ 24・1230）

5 月31日㈬は八女市
チャレンジデー2017

15分以上
の運動を
しよう！

八
女
歩
こ
う
会
総
会
ウ
オ
ー
ク

4/21㈮
15:15～
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◦職種・募集人員等＝介護支援専門員
（介護支援専門員の有資格者）または保
健師、社会福祉士いずれか１人、普通自
動車免許を有する人
◦受付期間＝ 4 月1日㈯～ 4 月14 日㈮

（土日祝日除く）※郵送の場合は 4 月14
日㈮必着
◦試験日＝ 4 月22日㈯
◦選考方法＝書類審査、作文および面接
◦賃金・勤務条件等＝市規定による
◦提出書類＝申込書（八女地域包括支
援センターに準備、八女市ホームページ
からもダウンロード可能）、資格証明書
類（写）
◦申込・問い合わせ＝介護長寿課地域
包括支援係 ( ☎２３・１２０３)

八女地域包括支援センター
の嘱託職員を募集します

　日本地理的表示（GI）に認定された八
女伝統本玉露から、全国品評会出展の茶
葉を使用した「しずく茶体験」などの教
室を開催します。シャクナゲの時季に森
林セラピー体験と八女伝統本玉露のひと
ときに癒されてみませんか。参加者全員
に大変貴重な「GI 桐箱一煎パッケージ商
品」をプレゼントします。
❖�日時＝ 5 月 20 日㈯ 10 時～ 14 時（受

付 9 時 30 分～）
❖場所＝くつろぎの森グリーンピア八女
❖�参加料＝ 2,500 円（セラピー体験、レ

ストランでの食事、温泉券、しずく茶
体験料込み）

❖定員＝先着 30 人限定
❖募集締切＝５月８日㈪
❖�申込・問い合わせ＝
　黒木支所産業経済課
　（☎４２・１１１５）

森林セラピーイベント
「お茶の香りとシャクナゲっさい」

　

川
崎
病
院
の
理
学
療
法
士
に

よ
る
指
導
「
肩
こ
り
・
腰
痛
の

改
善
・
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
を
鍛

え
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
体
づ
く
り

を
目
的
と
し
た
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

◦
日
時
＝
４
月
14
日
㈮
・
21
日

㈮
・
28
日
㈮
20
時
～
21
時
30
分

◦
場
所
＝
上
陽
活
性
化
セ
ン
タ
ー

◦
参
加
費
＝
３
０
０
円
（
３
回
）

◦
申
込
期
間
＝
４
月
１
日
㈯
～

４
月
８
日
㈯
〔
平
日
・
土
曜
９

時
～
17
時
〕
月
曜
日
は
休
館

※
申
し
込
み
は
電
話
で
受
付
。

当
日
の
参
加
も
受
け
付
け
ま
す

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

こ
れ
か
ら
ギ
タ
ー
を
始
め
よ

う
と
い
う
人
に
、
ギ
タ
ー
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
楽
長
以
下
数
人
の
楽

員
が
ギ
タ
ー
の
初
歩
か
ら
て
い
ね

い
に
指
導
し
ま
す
。
八
女
市
内

外
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◦
練
習
日
＝
５
月
９
日
㈫
か
ら
１

年
間
。
毎
週
火
曜
日
20
時
～
21

時
ま
で
。（
※
開
講
式
は
５
月
９

日
㈫
20
時
～
お
り
な
す
八
女
）

◦
練
習
会
場
＝
お
り
な
す
八
女

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
団
野
田
楽

長
（
☎
２
２
・
４
０
３
３
）

◦
期
間
＝
５
月
12
日
㈮
～
11
月

10
日
㈮
19
時
30
分
～
21
時
30
分

毎
週
金
曜（
祝
日
除
く
）
全
25
回

◦
会
場
＝
八
女
市
社
会
福
祉
会

館
２
階
会
議
室
（
本
町
５
９
９
）

◦
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

３
千
円
必
要
）

◦
定
員
＝
20
人
程
度
（
応
募
多

数
の
場
合
は
先
着
順
）

◦
対
象
＝
中
学
生
以
上
で
、
手

話
経
験
が
お
お
む
ね
1
年
以
上

2
年
未
満
の
人
。
ま
た
は
入
門

課
程
を
修
了
し
た
人

◦
申
込
締
切
＝
５
月
２
日
㈫

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課

し
ょ
う
が
い
者
福
祉
係（
☎
２
３・

１
３
３
５
／
O
２
２・７
０
９
９
）

　
第
１
回
定
期
募
集
の
受
付
を

４
月
10
日
㈪
か
ら
４
月
28
日
㈮

ま
で
実
施
し
ま
す
。
募
集
案
内

（
申
込
書
）
は
４
月
10
日
か
ら
八

女
市
役
所
本
庁
、
各
支
所
の
担

当
係
に
て
配
布
し
ま
す
。
募
集

住
宅
・
募
集
戸
数
等
は
、
募
集

案
内
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
応
募
者
数

が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
は

抽
選
（
公
開
抽
選
会
）
と
な
り

ま
す
。
詳
細
は
募
集
案
内
ま
た

は
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
都
市
計
画

課
（
☎
２
３
・
２
５
７
７
）
▽
黒

木
支
所
建
設
課
（
☎
４
２
・
１

１
１
７
）
▽
立
花
支
所
建
設
課

（
☎
２
３
・
４
９
３
０
）
▽
上
陽

支
所
建
設
経
済
課
（
☎
５
４
・

２
２
１
９
）
▽
矢
部
支
所
建
設

経
済
課
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

▽
星
野
支
所
建
設
経
済
課
（
☎

５
２
・
３
１
１
４
）

　
上
水
道
お
よ
び
簡
易
水
道
の

使
用
量
を
測
る
水
道
メ
ー
タ
ー

検
針
業
務
を
個
人
に
委
託
し
て

い
ま
す
。
急
な
欠
員
が
生
じ
た

場
合
に
備
え
、
検
針
業
務
受
託

希
望
者
の
名
簿
を
作
成
し
、
欠

員
が
出
た
時
点
で
名
簿
登
録
者

か
ら
選
考
し
契
約
し
ま
す
。
随

時
募
集
。

◦
業
務
内
容
＝
各
世
帯
お
よ
び

事
業
所
の
水
道
メ
ー
タ
ー
を
２

か
月
ご
と
に
検
針
機
器
で
検
針

業
務
等
。

上
陽
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ

健
康
講
座

教
室
・
講
座

第
41
回
Ｕ
Ｇ
Ｅ
初
心
者
の

た
め
の
ギ
タ
ー
教
室

平
成
29
年
度
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
「
基
礎
編
」

平
成
29
年
度
第
１
回
市
営
住
宅

水
道
検
針
員
名
簿
登
録
者

GI 桐箱一煎パッ
ケージ商品
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人
▽
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

◦
応
募
方
法
＝
履
歴
書
（
市
販

用
紙
可
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送

◦
選
考
方
法
＝
書
類
選
考
お
よ

び
面
接
※
欠
員
が
出
た
時
点
で

条
件
等
の
変
更
が
な
い
か
再
度

選
考

◦
応
募
・
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水

道
局
上
水
道
総
務
係
（
〒
８
３

４
―
８
５
８
５
八
女
市
本
町
６

４
７
）
☎
２
３
・
１
９
４
９

　

福
岡
県
警
で
は
、
平
成
29
年

度
に
警
察
官
３
２
１
人
を
２
回

に
分
け
て
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は

行
政
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

事
故
証
明
書
、
後
遺
障
害
診
断

書
、
加
入
保
険
証
書
な
ど
交
通

事
故
に
関
す
る
書
類
一
式
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
予
約
不
要
。

◦
日
時
＝
４
月
８
日
㈯
10
時
～

16
時

◦
場
所
＝
サ
ン
ラ
イ
フ
久
留
米

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
行
政
書
士
会

（
☎
０
９
２
・
６
４
１
・
２
５
０
１
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
々
を
対

象
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し

た
就
業
支
援
や
養
育
費
相
談
等

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
お

電
話
く
だ
さ
い
。

【
養
育
費
相
談
】

▽
電
話
相
談
（
０
９
２・５
８
４・

３
９
３
１
）
※
離
婚
協
議
中
の

人
も
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
月
～
金
曜
９
時
～
17

時
、
第
１
・
第
３
土
曜
と
日
曜

９
時
～
16
時

【
無
料
弁
護
士
相
談
】

▽
来
所
相
談
（
先
着
順
４
人
）

◦
日
時
＝
４
月
５
日
㈬
13
時
～

15
時
／
４
月
12
日
㈬
・
４
月
26

日
㈬
18
時
30
分
～
20
時
30
分
／

５
月
10
日
㈬
13
時
～
15
時

◦
場
所
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

（
春
日
市
原
町
）

◦
訓
練
期
間
＝
６
月
１
日
㈭
～

11
月
30
日
㈭
（
６
か
月
）

◦
選
考
日
＝
５
月
12
日
㈮

◦
募
集
期
間
＝
３
月
29
日
㈬
～

４
月
28
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

八
女
（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

　
６
月
入
所
生
募
集
。
受
験
料
・

授
業
料
無
料
。
教
科
書
代
等
実

費
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
受
講
推

薦
受
け
た
人
対
象
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
科
目
（
定
員
）
＝
①
Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

（
15
人
）
②
板
金
・
溶
接
施
工
科

（
15
人
）
③
住
環
境
Ｃ
Ａ
Ｄ
科

（
24
人
）

◦
訓
練
期
間
＝
６
月
２
日
㈮
～

11
月
28
日
㈫
（
６
か
月
）

◦
選
考
日
＝
５
月
10
日
㈬

◦
募
集
期
間
＝
４
月
３
日
㈪
～

28
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

八
女
（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

　

交
通
事
故
解
決
ま
で
の
流
れ
、

保
険
請
求
手
続
き
、
後
遺
障
害

認
定
申
請
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
る
か
、
受
験
案
内
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
期
間
＝
４
月
１
日
㈯
～

４
月
21
日
㈮

◦
第
１
次
試
験
＝
５
月
14
日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
警
察
本
部

警
務
課
採
用
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９

２
・
６
２
２
・
０
７
０
０
）

　

受
験
料
・
授
業
料
無
料
。
教

科
書
代
等
実
費
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

か
ら
受
講
あ
っ
せ
ん
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
人
対
象
。
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
経
理
事
務
科
（
定
員
30
人
）

試　

験

平
成
29
年
度
福
岡
県
警
察
官

就
業
支
援

佐
賀
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

養
育
費
相
談
「
ひ
と
り
親
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

交
通
事
故
無
料
相
談
会

　平成 24 年度から実施している九州北部豪雨
災害で被災した農地・農業用施設については、
災害復旧工事が早急に完了するよう市単独の災
害復旧事業において補助金の嵩上げ措置（８割
補助）を行ってきました。これまで５年が経過し、
ほとんどの被災箇所が復旧されていますので平
成 29 年度までで嵩上げ措置を終了します。
　ただし、まだ完了していない県営河川災害復
旧事業、地すべり対策事業、治山事業等に関連
している、農地・農業用施設の災害復旧ができ
ない箇所については、この限りではありません。
市単独の災害復旧事業の申請をされている方で、
まだ工事を行っていない方は、各支所担当課とご
協議くださいますようお願いします。
　なお、通常の市単独農地・農業用施設災害復
旧事業（農地 50％以内・農業用施設３分の２以
内補助）については、今まで通り補助を行ってい
きます。詳しい内容については、各支所各担当
課へお尋ねください。
◦問い合わせ＝
本庁農業振興課農業土木係（☎ 23・1119）
黒木支所産業経済課農林土木係（☎ 42・1116）
立花支所産業経済課農林係（☎ 23・4940）
上陽支所建設経済課産業観光係（☎ 54・2219）
矢部支所建設経済課産業観光係（☎ 47・3111）
星野支所建設経済課産業観光係（☎ 52・3114）

◦
件
数
＝
５
０
０
～
１
０
０
０
件

◦
検
針
地
区
＝
上
水
道
、
簡
易

水
道
給
水
区
域

◦
契
約
期
間
＝
４
月
１
日
～
３

月
31
日
。
※
年
度
途
中
の
場
合

は
委
託
開
始
の
日
か
ら
当
該
年

度
末
日
。
再
延
長
も
可
。
１
検

針
当
た
り
80
円
（
そ
の
他
別
料

金
有
り
）

◦
検
針
期
間
＝
年
６
回
、
偶
数

月
の
１
日
～
10
日
の
間
。

◦
応
募
資
格
＝
▽
八
女
市
内
に

在
住
の
原
付
免
許
以
上
の
有
資

格
者
で
20
歳
以
上
70
歳
未
満
ま

で
の
健
康
な
人
▽
八
女
市
内
の

地
理
に
あ
る
程
度
詳
し
い
人
（
地

図
を
見
て
場
所
が
確
認
で
き
る

こ
と
）
▽
１
年
以
上
勤
務
で
き
る

九州北部豪雨災害で被災した
農地等の復旧事業について

農業振興課からのお知らせ
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火災出火件数  3件 （10件）
救急出動件数 243件 （534件）
救急搬送人数 223人 （505人）

人身事故発生件数 30件 （70件）
傷　　者 35人 （96人）
死　　者 0人 （  0人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 65,243 (-150)
男 30,744  (-81)
女 34,499  (-69)

世帯数 24,560  (-78)
　※（　）内は前月比

出生 35 人 死亡 97 人
転入 131 人 転出 219 人

▼ 2 月の交通事故の状況

▼ 2 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（3 月1日現在）

▼ 2 月の異動

納期限・口座振替日は5月1日㈪
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦住宅使用料（4 月）◦保育料（4 月）
◦水道料金・下水道使用料（1期）
◦農業集落排水施設使用料（1期）
◦市管理水面・道路占用料

4月に
納める
もの

【石人まつり】
◦日時＝ 4/2 ㈰ 11:00 ～ 15:00 ◦場所＝石
人山古墳一帯（筑後市大字一条）◦問＝筑
後市観光協会（☎ 0942・53・4229）

【第 3 回筑後七国酒文化博】
◦日時＝ 4/8 ㈯ 12:00 ～ 18:00 ◦場所・問
＝九州芸文館（☎ 0942・52・6435）

【中山大藤まつり】
◦日にち＝ 4/17 ㈪～ 28 ㈮◦場所＝中山熊
野神社・立花いこいの森公園◦問＝柳川市
観光課（☎ 0944･73･8111）

【春の大川木工まつり】
◦日時＝ 4/8 ㈯～ 9 ㈰ 9:00 ～ 18:00
◦会場＝大川産業会館◦問＝同実行委員会

（☎ 0944・87・2090）
【大川テラッツァオープニングイベント 若津港マルシェ】
◦日にち＝ 4/15 ㈯～ 16 ㈰◦場所＝筑後川
昇開橋展望公園西 大川テラッツァ◦問＝大
川観光情報センター（☎ 0944･87･0923）

【小保・榎津藩境まつり】
◦日時＝4/22 ㈯ 9:00 ～17:00 ／ 23 ㈰ 9:30
～ 16:30 ◦会場＝藩境のまち広場◦問＝同
事務局（☎ 0944・87・0931）

【清水山ぼたん園】
◦日時＝ 4/10 ㈪～ 4 月末 9:00 ～ 17:00
◦場所＝清水山ぼたん園◦入園料＝大人
300 円、中学生以下無料◦問＝みやま市観
光開発協議会（☎ 0944・63・8000）

【広川の日 ガーベラ祭り】
◦日時＝ 4/16 ㈰ 9:00 ～ 16:00 ◦会場＝九
州自動車道広川ＳＡ（下り線）◦問＝風月フー
ズ㈱（☎ 32･2100）

大川市

みやま市

広川町

柳川市

筑後市

イベント情報後筑 ちくごななこく七国 　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体

育
館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い

ま
す
。利
用
し
た
い
人
は
必
ず「
利

用
者
の
会
」
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

《
５
月
利
用
者
の
会
》

◦
期
日
＝
４
月
22
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島

中
）
▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、

岡
山
小
、西
中
）
▽
15
時
～
（
上

妻
小
、
三
河
小
、
南
中
）
▽
15

時
45
分
～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、

見
崎
中
、
上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

※
利
用
者
の
会
に
参
加
す
る
た

め
に
は
前
も
っ
て
団
体
登
録
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

八
女
中
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
で

は
、
し
尿
を
処
理
し
た
乾
燥
汚

泥
を
加
工
し
、
肥
料
と
し
て
販

売
し
て
い
ま
す
。
こ
の
肥
料
は
、

国
の
肥
料
取
締
法
に
基
づ
き
「
八

女
大
地
」
の
名
称
で
、
肥
料
登

録
済
み
で
す
。
農
業
は
も
と
よ

り
家
庭
菜
園
等
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
10
㎏
入
り
1
袋
を
40
円

で
、1
袋
か
ら
販
売
し
て
い
ま
す
。

春
と
秋
は
在
庫
が
少
な
く
な
り

ま
す
の
で
お
早
め
に
お
求
め
く
だ

さ
い
。
配
達
は
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
直
接
、
八
女
中
部
衛
生
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。
※

平
日
の
み
、
土
日
祝
日
は
休
業

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
中
部
衛

生
セ
ン
タ
ー
（
八
女
市
北
田
形
１

０
２
２
）
☎
２
４
・
５
４
１
９

　

総
務
省
と
福
岡
県
で
は
、
毎

月
、
労
働
力
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
労
働
力
調
査
は
、
我

が
国
の
失
業
率
や
雇
用
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
統
計

調
査
で
あ
り
、
政
府
や
都
道
府

県
の
雇
用･

失
業
対
策
の
た
め

に
不
可
欠
な
資
料
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
対
象
に
選

定
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
お
宅
に
調

査
員
が
う
か
が
っ
た
際
に
は
、
調

査
票
へ
の
記
入
を
お
願
し
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
厳
重
に

保
管
さ
れ
、
統
計
資
料
を
作
成

す
る
こ
と
の
み
に
使
わ
れ
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
調
査

統
計
課
調
査
第
一
班（
☎
０
９
２・

６
４
３
・
３
１
８
６
）

『
八
女
大
地
』
の
販
売

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
く
だ

さ
い

小
・
中
学
校
体
育
施
設
利
用

　八女市へ転入された方には、世
帯ごとに防災ラジオを配付していま
す。現在防災ラジオを受領していな
い方は、印鑑をご持参の上、本庁
秘書広報課または各支所総務課に
てお受け取りください。
◦問い合わせ＝秘書広報課（☎ 23・1110）

防災ラジオを受領していない方へ



予約

無料法律相談
◦ �4 月 20 日㈭ 、5 月11日㈭／ 相談

13:00 ～ 16:00 ／場所・法務局八女
支局（収入等一定額以下等の条件あ
り）※予約・法テラス福岡☎ 050・
3383・5502

�◦ �4 月14 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／社会
福祉会館※予約☎ 23・0294

◦ �4 月 21日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／ふじ
の里（黒木）※予約☎ 42・2131

◦ �4月28日㈮13:30～16:00／地域福祉
センター（上陽）※予約☎ 54・3003

◦ �4 月 21日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
商工会議所※予約☎ 22・5161

男女共同参画推進支援委員相談
◦�4月13日㈭ 13:30 ～ 16:30※予約・男

女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦4月20日㈭ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦4月7日㈮13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦4月12日㈬13:00 ～ 16:00
　／立花市民センター
◦4月14日㈮13:00 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
行政相談（総務課☎23・1111）
◦4月20日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦4月11日㈫ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦4月5日㈬、19日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦4月17日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦4月12日㈬9:00 ～ 12:00
　／星野支所2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦4月21日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦4月14日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦�4月5日㈬、19日㈬13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦�4月5日㈬、19日㈬ 9:30 ～ 12:00　

／ふじの里（黒木）
◦4月12日㈬、26日㈬13:30 ～ 16:00

　／地域福祉センター（上陽）
◦4月12日㈬、26日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦4月7日㈮ 13:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所
定例税務相談会
◦4月10日㈪ 10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所
経営支援相談会
◦�4月17日㈪13:30 ～ 16:30 ／八女商

工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦4月18日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所103会議室
◦4月13日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦4月14日㈮・18日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦4月18日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦4月13日㈭ 11:00 ～ 12:00
　／矢部公民館
◦4月27日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦�月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火～金8:30 ～ 17:15 ／毎月
第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人
で考えず、専門家に相談してください。
◦�第1～第4月曜日 14:30 ～16:00 ／南筑

後保健福祉環境事務所分庁舎（八女
総合庁舎）※予約☎0944・72・2176

性感染症検査　　と相談
◦�毎週月曜 14:00 ～ 15:00 ／南筑後

保健福祉環境事務所分庁舎（八
女総合庁舎）※予約☎0944・72・
2812

弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談
◦�毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦�月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市消

費生活センター☎23・1183
◦�毎週水曜 9:00 ～ 16:00 ／黒木支所

第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦�4月18日 ㈫ 13:00 ～ 16:00 ／ 八 女

市消費生活センター※予約 ☎23・
1183

教育相談
◦�平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110
教育相談
◦�無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談「ひとり親サポートセンター」
◦�平日9:00 ～ 17:00、第1・第3土日9:00

～ 16:00 ／福岡県母子家庭等就業・
自立支援センター（春日）☎092・
584・3931

やめ女性ホットライン
◦�平日10:00 ～ 17:00
　／☎092・513・7337
交通事故相談
◦���������平日9:15 ～ 17:00 ／日本損害保険協
　会そんぽADRセンターナビダイヤル
　（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話

（ミズ・リリーフ・ライン）
◦平日9:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎092・632・7830）
難病ホットライン
◦�平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）
多重債務相談
◦平日9:00 ～ 17:00 ／
　福岡財務支局 ☎092・411・7291
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年
金担保相談
◦�平日18:00 ～ 20:00 ／ 福岡県青年

司 法 書 士 協 議 会（ ☎092・724・
9505）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

◦八女市地域包括（本所内）　  ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】

広報やめ　2017.4.129



　

先
日
福
岡
市
で
「
八
女
伝
統
本
玉
露
」
世
界
戦
略
事
業
の
記
者

会
見
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
日
本
一
を
受
賞
し
て

き
た
こ
の
お
茶
は
、
昨
年
も
全
国
茶
品
評
会
、
日
本
茶
ア
ワ
ー
ド
で

頂
点
に
輝
き
、
ま
た
平
成
27
年
に
国
の
地
理
的
表
示
制
度
（
Ｇ
Ｉ
）

に
登
録
さ
れ
る
な
ど
、
ま
さ
し
く
日
本
茶
の
最
高
峰
と
言
え
る
存
在

で
す
。
▼
生
産
者
、
茶
商
組
合
、
行
政
、
Ｊ
Ａ
等
で
構
成
す
る
「
八

女
伝
統
本
玉
露
推
進
協
議
会
」
で
は
、
こ
の
八
女
伝
統
本
玉
露
を

ス
ー
パ
ー
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
世
界
に
進
出
さ
せ
る
と
と
も
に
、
八
女

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
今

後
、ア
メ
リ
カ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
Ｐ
Ｒ
の
拠
点
と
し
て
様
々
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。
▼
そ
の
手
始
め
と
し
て
、

３
月
8
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
現
地
の
有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
者
や

シ
ェ
フ
、
グ
ル
メ
専
門
の
メ
デ
イ
ア
関
係
者
ら
を
対
象
に
「
し
ず
く

茶
」
や
「
氷
出
し
玉
露
」
を
提
供
す
る
試
飲
会
の
開
催
、
ま
た
高
級

レ
ス
ト
ラ
ン
と
の
商
談
会
な
ど
を
行
い
、
大
き
な
反
響
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
今
後
も
海
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
継
続

し
、
さ
ら
な
る
販
路
拡
大
と
価
格
上
昇
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
▼
現
在
、
茶
生
産
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い

状
況
で
あ
り
、
少
量
生
産
で
栽
培
に
手
間
暇
が
か
か
る
「
八
女
伝
統

本
玉
露
」
を
作
り
続
け
る
こ
と
は
、
経
営
的
に
困
難
な
面
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
八
女
茶
６
０
０
年
、
玉
露
１
１
０
年
と
い
う
歴
史
の

中
で
、
先
人
た
ち
が
培
っ
て
き
た
伝
統
の

技
法
と
品
質
を
、
私
た
ち
は
次
の
世
代
へ

確
実
に
つ
な
い
で
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
▼
世
界
的
な
日
本
食
ブ
ー
ム
と
と

も
に
海
外
で
も
日
本
茶
の
評
価
が
さ
ら
に

高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
の
機
会
に
、
新
た
な

Ｐ
Ｒ
活
動
を
大
胆
か
つ
果
敢
に
展
開
し
、

八
女
茶
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

おたんじょうびおめでとう
祝
１
歳
♡
こ
れ
か
ら
も
お
姉

ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元
気
に

育
っ
て
ね
♡

純
く
ん
お
誕
生
日
お
め
で
と

う
♡
か
わ
い
い
笑
顔
に
毎
日

い
や
さ
れ
て
る
よ
♡

１
歳
お
め
で
と
う
。
こ
れ
か

ら
も
た
く
さ
ん
の
人
を
笑
顔

に
し
て
ね
!

祝
１
歳
♡
早
く
お
姉
ち
ゃ
ん

と
遊
び
た
い
ね
♪
元
気
に
す

く
す
く
育
っ
て
ね
！

祝
１
歳
☆
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の

な
ぎ
さ
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
だ

よ
♡

二
人
の
お
兄
ち
ゃ
ん
と
一
緒

に
、
仲
良
く
明
る
く
元
気
に

育
っ
て
ネ
。

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
こ

れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
遊

ぼ
う
ね
♡

輝
の
成
長
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
！
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う

ね
！

１
歳
お
め
で
と
う
♡
笑
顔

で
元
気
に
健
や
か
に
育
っ
て

ね
！

近見 優
ゆ め の

愛乃ちゃん

清藤 純
じゅんしん

心ちゃん

野上 桜
さくら

ちゃん

辻 春
は る か

香ちゃん

下川 渚
な ぎ さ

紗ちゃん

栗原 明
め い か

花ちゃん

堤 岳
た け と

斗ちゃん

上田 輝
てる

ちゃん

井手口 桜
さくら

ちゃん

Ｈ28年4月１日生（馬場）

Ｈ28年4月12日生（馬場）

Ｈ28年4月20日生（吉田）

Ｈ28年4月１日生（津江）

Ｈ28年4月14日生（忠見）

Ｈ28年4月21日生（矢部村）

Ｈ28年4月5日生（黒木町）

Ｈ28年4月19日生（新庄）

Ｈ28年4月24日生（本村）

満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人
に限る）。氏名・生年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）を添えて、誕生日前月の7日までに
直接お持ちいただくか、郵送でお申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。　
●申し込み＝秘書広報課秘書広報係（☎23・1110）

　３月12日㈰、やめっこ未来館で子育て
中のパパと子どもを対象にした「Ｔｈｅ
男の料理」が行われ、12組の親子が参
加しました。この日厨房に立ったのはパ
パと子どもたち。フライパンで作る海の
幸パエリアやヘルシーきなこクッキーづ
くりに腕を振るいました。できあがった
料理はママも含めてみんなでおいしくい
ただきました。パパの料理を食べたママ
たちからは、「やればできるじゃない」「次
は何を作ってくれるかな～」などの声が
聞かれました。
　やめっこ未来館では「パパ♥ママ集ま
れ」と銘打ち、パパをメインに家族みん
なで参加できる子育て講座を年間通じ
て行っています。平成29年度も開催予定
ですので家族みんなでご参加ください。

パパ厨房に立つ！

八女伝統本
玉露を世界へ

㊵市長コラム

やめっこ未来館イクメン・カジダン講座

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女

■編集・発行　八女市役所秘書広報課秘書広報係
〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 24・8083
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。

▼
家
族
で
映
画
「
野
球
部
員
演

劇
の
舞
台
に
立
つ
！
～
甲
子
園

ま
で
６
４
５
キ
ロ
～
」
の
エ
キ

ス
ト
ラ
出
演
を
予
定
し
て
い
ま

す
。一
瞬
で
も
ス
ク
リ
ー
ン
に
映

れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｔ
・
Ｓ
）

▼
げ
ん
き
館
お
お
ぶ
ち
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
バ
イ
ク
大
会
。
子
ど
も

た
ち
の
真
剣
な
眼
差
し
や
笑
顔
、

悔
し
泣
き
、転
ん
で
も
立
ち
上
が

り
最
後
ま
で
走
る
姿
な
ど
、
参

加
し
た
み
ん
な
が
ド
ラ
マ
の
主

人
公
に
見
え
ま
し
た
。（
Ｋ
・
Ｋ
）

▼
今
月
号
か
ら
広
報
紙
の
文
字

が
「
や
め
」
か
ら
「
八
女
」
へ

変
わ
り
ま
し
た
。
気
品
が
あ
り

堂
々
と
し
て
い
る
こ
の
文
字
に

ふ
さ
わ
し
い
誌
面
づ
く
り
に
励

ん
で
い
き
た
い
で
す
。（
Ｋ・Ｓ
）


